
新型コロナウイルス感染症拡大を防ぐためのお願い

新 型コ ロナウイルス
感染症電話相談窓口
«午前9時〜午後9時»
（土日祝は午後5時まで）

　086-226-7877

帰国者・接触者外来

   指定医療機関

帰国者・接触者相談センター
備前保健所東備支所
  0869-92-5180
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5
MAY 2020

No.182

赤 磐 の く ら し に 寄 り 添 う 情 報 ツ ー ル

広
報



歳 入
198億

6,357万円

市税
47億6,304万円
（24.0％）

地方譲与税等
13億7,230万円（6.9％）

地方交付税
61億2,800万円（30.9％）

分担金および負担金
1億783万円（0.5％）

県支出金
16億986万円
（8.1％）

国庫支出金
27億2,448万円
（13.7％）

市債
13億4,620万円（6.8％）

繰入金
10億3,543万円（5.2％）

繰越金
3億円（1.5％）

その他
2億6,129万円（1.3％）

使用料および手数料
2億1,513万円（1.1％）

自主財源 66億8,272万円
依存財源 131億8,084万円

※表示単位未満四捨五入の
　ため、積み上げと合計が
　一致しない場合があります。

　

令
和
２
年
度
当
初
予
算
が
３
月
定
例
議

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

お
よ
び
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て
３
５

６
億
９
７
３
９
万
円
で
、
対
前
年
度
比
５
・

０
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
１
９
８
億
６
３
５

７
万
円
で
、
対
前
年
度
比
４
・
７
％
増
の

予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
の
対
前
年
度
比
０
・

９
％
減
に
対
し
、
地
方
交
付
税
は
幼
児
教

育
・
保
育
無
償
化
に
係
る
経
費
の
追
加
な

ど
に
よ
り
対
前
年
度
比
０
・
８
％
増
と
な

り
ま
し
た
が
、
義
務
的
経
費
や
投
資
的
経

費
な
ど
の
歳
出
増
に
対
応
す
る
た
め
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
で
財
源
不
足

を
補
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
予
算
は
、「
第
２
次
赤
磐
市

総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
３
つ
の
重
点
戦
略

に
沿
っ
て
編
成
し
ま
し
た
。

①�

「
経
済
・
産
業
に
活
力
が
あ
り
、
ひ
と
が

集
ま
る
ま
ち
を
創
る
」

②�

「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、次
代
を
担

う
ひ
と
が
育
つ
ま
ち
を
創
る
」

③�
「
多
彩
な
人
材
の
活
躍
に
よ
り
、地
域
が

活
性
化
し
て
い
る
ま
ち
を
創
る
」

を
進
め
る
た
め
、
防
災
力
の
強
化
や
住
み

や
す
さ
の
向
上
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
予
算
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
限

歳入 ： 一般会計の内訳 令
和
2
年
度

▼
市
税
／
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の
税

金
。

▼
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
／
市
が
実

施
す
る
特
定
の
事
業
の
受
益
者
な
ど

か
ら
負
担
を
い
た
だ
く
お
金
。

▼
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
／
市
の
施

設
の
利
用
料
や
戸
籍
・
住
民
票
の
証

明
手
数
料
な
ど
。

▼
繰
入
金
／
基
金
（
市
の
貯
金)

か

ら
繰
り
入
れ
る
お
金
な
ど
。

▼
繰
越
金
／
前
年
度
の
決
算
上
の
剰

余
金
。

▼
地
方
譲
与
税
等
／
地
方
譲
与
税
、

地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
国
税
、
県

税
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
地
方
交
付
税
／
一
定
の
行
政
水
準

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
市

の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国
税
の
一
部

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
国
庫
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経

費
に
充
て
る
た
め
、
国
か
ら
支
出
さ

れ
る
補
助
金
な
ど
。

▼
県
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経
費

に
充
て
る
た
め
、
県
か
ら
支
出
さ
れ

る
補
助
金
な
ど
。

▼
市
債
／
財
務
省
、
地
方
公
共
団
体

金
融
機
構
な
ど
か
ら
の
資
金
調
達
の

た
め
の
借
入
金
。

〈
歳
入
の
種
類
〉

●自主財源／地方自治体が自主的に
収入できる財源。
●依存財源／国や県により定められ
た額を交付されたり、割り当てられた
りする収入財源。

赤
磐
市
の
予
算
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ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
を
図
る
よ
う

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
債
や
基
金
の
活

用
も
図
り
な
が
ら
財
政
運
営
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

会　計　名 予算規模

一　般　会　計 198億6,357万円

特　別　会　計 112億4,746万円

国民健康保険
特別会計 56億8,133万円

後期高齢者医療
特別会計 6億4,849万円

介護保険
特別会計 47億7,341万円

訪問看護
ステーション事業
特別会計

5,710万円

宅地等開発事業
特別会計 4,266万円

竜天オートキャンプ場
特別会計 1,822万円

財産区
特別会計 2,625万円

公営企業会計 45億8,637万円

水道事業会計 14億4,009万円

下水道事業会計 31億4,627万円

合　　　　　計 356億9,739万円

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと
　合計が一致しない場合があります。

▼
人
件
費
／
職
員
の
給
与
や
、
非
常

勤
特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
経
費
。

▼
扶
助
費
／
生
活
保
護
法
、
児
童
福

祉
法
、老
人
福
祉
法
等
に
基
づ
い
て
、

被
扶
助
者
に
対
し
て
生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

▼
公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債

の
元
金
・
利
子
お
よ
び
一
時
借
入
金

利
子
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
。

▼
物
件
費
／
消
費
的
性
質
を
持
つ
経

費
で
、
光
熱
水
費
、
通
信
運
搬
費
、

消
耗
品
費
な
ど
。

▼
維
持
補
修
費
／
市
が
管
理
す
る
公

共
施
設
や
道
路
な
ど
を
維
持
す
る
た

め
に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

▼
補
助
費
／
各
種
団
体
へ
の
補
助

金
、
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
、

企
業
会
計
へ
の
補
助
金
な
ど
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
／
道
路
、
橋

り
ょ
う
、
学
校
、
庁
舎
な
ど
施
設
の

新
増
築
な
ど
に
係
る
経
費
。

▼
繰
出
金
／
一
般
会
計
と
特
別
会
計

ま
た
は
特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ

れ
る
経
費
。
介
護
保
険
法
等
の
各
個

別
法
に
基
づ
き
、
制
度
的
に
一
般
会

計
か
ら
の
負
担
が
予
定
さ
れ
て
い
る

も
の
、
地
方
公
営
企
業
法
等
に
基
づ

き
、
制
度
的
に
一
般
会
計
か
ら
の
負

担
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
、
収
支

不
足
の
補
て
ん
に
よ
り
支
出
さ
れ
る

も
の
に
区
分
。

〈
性
質
別
歳
出
の
種
類
〉

●義務的経費／歳出のうち、その支出が制
度的に義務づけられた任意に削減すること
が困難な経費で、人件費、扶助費、公債費
の3つ。
●消費的経費／経費支出の効果が、当該
支出年度または極めて短期間で終わるも
のに支出される経費で、物件費、維持補修
費、補助費など。
●投資的経費／支出の効果が資本形成に
向けられ、施設などのストックとして将来に
残るものに支出される経費で、普通建設事
業費、災害復旧費など｡

歳 出
198億

6,357万円

人件費
42億1,226万円
（21.2％）

繰出金
28億3,425万円
（14.3％）

公債費
20億3,307万円
（10.2％）

扶助費
39億7,078万円
（20.0％）

物件費
30億7,065万円
（15.5％）

維持補修費
1億9,939万円
（1.0％）

普通建設事業費
18億5,374万円
（9.3％）

義務的経費 102億1,612万円

その他　　 29億1,624万円
投資的経費 18億5,374万円
消費的経費 48億7,748万円

その他
8,199万円（0.4％）

補助費等
16億743万円
（8.1％）

※表示単位未満四捨五入の
　ため、積み上げと合計が
　一致しない場合があります。

歳出 ： 一般会計の内訳（性質別）会計別予算規模

●一般会計／住民の生活にかかわりの
深い福祉、教育など幅広い範囲の事業
を行う中心的な会計。
●特別会計／特定の収入で特定の事
業を行い、一般会計とは別に経理する
会計。国民健康保険、介護保険など。
●公営企業会計／利益を受ける人の負
担で経営をまかなう独立採算を原則と
する会計。

令和2年度�赤磐市の予算
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▼
議
会
費
／
議
会
の
活
動
に
か
か
る

経
費
。

▼
総
務
費
／
総
合
計
画
策
定
、
財
産

管
理
、
統
計
、
税
の
課
税
や
徴
収
な

ど
の
事
務
に
か
か
る
経
費
。

▼
民
生
費
／
高
齢
者
、身
体
障
害
者
、

児
童
な
ど
を
対
象
と
し
た
福
祉
事
業

に
か
か
る
経
費
。

▼
衛
生
費
／
病
気
予
防
の
た
め
の
各

種
検
診
、
ご
み
処
理
や
環
境
対
策
な

ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
農
林
水
産
業
費
／
農
林
水
産
業
の

振
興
や
農
・
林
道
の
整
備
な
ど
に
か

か
る
経
費
。

▼
商
工
費
／
商
工
業
の
振
興
、
観
光

事
業
に
か
か
る
経
費
。

▼
土
木
費
／
道
路
、
公
園
、
河
川
の

整
備
、
都
市
計
画
な
ど
に
か
か
る
経

費
。

▼
消
防
費
／
火
災
予
防
や
消
火
・
救

急
救
助
活
動
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
教
育
費
／
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、

生
涯
学
習
活
動
、
図
書
館
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

▼
公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債

の
元
金
・
利
子
お
よ
び
一
時
借
入
金

利
子
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
。

〈
目
的
別
歳
出
の
種
類
〉

議 会 費 4,341円

総 務 費 5万2,480円

民 生 費 15万5,313円

衛 生 費 4万869円

農林水産業費 2万2,332円

商 工 費 6,260円

土 木 費 3万5,092円

消 防 費 1万9,241円

教 育 費 6万6,553円

公 債 費 4万6,021円

そ � の � 他 1,132円

合 計 44万9,636円

一般会計の歳出額を令和2年1月の人口
44,177人で割ると、１人当たり約45万円
になります。

合計  198億6,357万円

民生費 68億6,126万円（34.5％）

議会費
1億9,176万円
（1.0％）

公債費 20億3,307万円（10.2％）

衛生費 18億549万円（9.1％）

総務費 23億1,843万円（11.7％）

教育費 29億4,013万円（14.8％）

土木費 15億5,027万円（7.8％）

農林水産業費 9億8,658万円（5.0％）

消防費 8億5,003万円（4.3％）

商工費
2億7,654万円
（1.4％）

その他
5,001万円
（0.3％）

歳出 ： 一般会計の内訳（目的別） 市民１人当たりの予算額

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと
　合計が一致しない場合があります。

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと
　合計が一致しない場合があります。
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重点戦略 Ⅰ　経済・産業に活力があり、ひとが集まるまちを創る
１　企業誘致による安定的で良質な雇用創出プログラム
　企業誘致関連事業 5,852 万円
　土地利用規制見直し検討事業 758 万円
　道路改良事業 8,000 万円
２　商工業・観光振興による賑わいと活力創出プログラム
　商工振興対策事業 3,548 万円
　シティプロモーション事業、広域観光連携事業 2,320 万円
　日本遺産推進事業、永瀬清子の里づくり事業	 659 万円
３　強い農業の確立プログラム
　農業経営・生産対策事業 6,929 万円
　学校給食地場食材利用拡大事業 223 万円
　農作物鳥獣防止対策事業、有害鳥獣駆除事業 3,505 万円
　生産基盤整備事業、多面的機能向上事業 24,422 万円
重点戦略 Ⅱ　安心して子育てができ、次代を担うひとが育つまちを創る
１　安心して家庭を築ける環境創出プログラム
　結婚支援事業 275 万円
　多様な働き方提案事業 71 万円
　市分譲宅地定住促進事業 107 万円
２　安心して出産・子育てができる環境創出プログラム
　子ども医療費事業 24,097 万円
　ひとり親家庭福祉事業、母子保健事業 23,805 万円
　子育て支援事業、子育て世代包括支援センター事業 30,253 万円
３　子どもが健やかに育つ教育環境創出プログラム
　外国語指導助手配置事業、（新）未来が見える学校プロジェクト事業 5,640 万円
　幼児教育推進事業 7,888 万円
　公民館学習活動推進事業（中高生による地域活性化）、資料館運営事業 3,487 万円
重点戦略 Ⅲ　多彩な人材の活躍により、地域が活性化しているまちを創る
１　移住・定住が進むまち創出プログラム
　移住・定住事業、住宅団地等まちづくり活性化対策事業 4,417 万円
　障害者支援事業 8,892 万円
　防災事業、消防体制充実強化事業、（新）防災拠点整備事業 77,195 万円
　水道老朽管更新・改良事業、下水道整備事業 49,580 万円
　（新）火葬料金補助事業 600 万円
２　支えあいを中心とした協働によるまちづくり推進プログラム
　協働のまちづくり推進事業、行政推進事業（自治振興事業） 5,027 万円
　公共交通事業 8,580 万円
　道路改良・維持管理事業 30,224 万円
３　高齢者が生きがいを持ち元気に暮らせる地域創出プログラム
　高齢者包括的支援事業、高齢者福祉事業 10,245 万円
　（新）高齢者踏み間違い防止装置整備補助事業、（新）高齢者特殊詐欺等被害防止対策補助事業 125 万円
　東京オリンピック推進事業 2,575 万円

＜ 令和2年度 総合計画に基づいた主な事業 ＞

令和2年度�赤磐市の予算
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三宅 明伸さん（岡山市）斎藤 雄宰睦さん（岡山市）

あかいわ魅力
発見

フォトコンテス
ト2019

　　　  入賞作品が決
定しました！

     最優秀賞（1点） 

湯浅 清和さん（岡山市） 渡辺  直さん（岡山市）

青木 良夫さん（倉敷市）

長濵 康通さん（山陽１丁目）

最優秀賞・優秀賞受賞者の皆さん（表彰式）

小野田 祥二さん（和気町） 戸川 倫彦さん（小原）

上嶋 正彦さん（兵庫県神戸市） 臼井 綾子さん（沼田）

     優秀賞（3点） 

     佳作（6点） 

　市内の自然豊かな美しい風景、人物、これまで埋も
れていた地域資源などに目を向け、市内外へ市の魅
力を発信するため、「あかいわ魅力発見フォトコンテ
スト2019」を実施しました。
　応募数は103点、応募者44人で、厳正な審査の結
果、入賞作品10点が決定しました。
　入賞作品については、ポスター、チラシ、ホームペー
ジなどで、市の魅力発信に活用していきます。

■問い合わせ先／本庁秘書広報課 ☎955-4770

広報あかいわ（令和2年5月号）7



＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

　

消
防
本
部
・
消
防
署
で
は
、

定
期
的
に
救
急
講
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

け
が
や
病
気
に
よ
り
、
突
然

に
心
肺
停
止
な
ど
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
や
、
大
出
血
に
よ

り
生
命
の
危
機
に
陥
っ
た
と
き
、

居
合
わ
せ
た
人
に
よ
る
救
命
処

置
が
必
要
で
す
。
大
切
な
命
を

守
る
た
め
、
み
な
さ
ん
応
急
手

当
・
心
肺
蘇
生
法
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

■ 

日
時
／
５
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■ 

場
所
／
消
防
署
東
出
張
所
会

議
室

■ 

受
講
人
数
／
10
人
程
度

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
込
期
限
／
５
月
15
日
㈮

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

■
募
集
団
地

〈
赤
磐
市
営
住
宅
〉

①
庄
谷
（
黒
本
１
７
０
）

▼
戸
数
／
２
戸

▼
規
格
／
３
Ｄ
Ｋ

▼ 
家
賃
月
額
（
入
居
時
）
／
１
万
４

５
０
０
円
〜
２
万
１
７
０
０
円

②
福
田
（
福
田
３
２
０
）

▼
戸
数
／
２
戸

▼
規
格
／
３
Ｄ
Ｋ

▼ 

家
賃
月
額
（
入
居
時
）
／
１
万
３

７
０
０
円
〜
２
万
７
０
０
円

③
仁
堀
（
仁
堀
中
８
５
８
）

▼
戸
数
／
１
戸

▼
規
格
／
３
Ｄ
Ｋ

�情報ボックス内でお知らせする市役所関係の
電話番号は下記のとおりです。（市外局番086）

■本庁代表………………………☎955-1111
▷秘書広報課……………………☎955-4770
▷総務課…………………………☎955-4782
▷くらし安全課…………………☎955-2650
▷税務課市民税班………………☎955-0951
▷市民課市民サービス班………☎955-1112
▷市民課国保年金班……………☎955-1113
▷環境課…………………………☎955-5347
▷協働推進課……………………☎955-1114
▷社会福祉課……………………☎955-1115
▷りんくステーション…………☎955-0555
▷健康増進課……………………☎955-1117
▷介護保険課地域包括支援センター…☎955-1470
▷商工観光課……………………☎955-6175
▷建設課…………………………☎955-1485
■赤坂支所代表…………………☎957-2222
▷市民生活課市民生活班………☎957-2226
▷市民生活課健康福祉班………☎957-4822
▷産業建設課……………………☎957-4824
■熊山支所代表…………………☎995-1211
▷市民生活課市民生活班………☎995-1214
▷市民生活課健康福祉班………☎995-1293
▷産業建設課……………………☎995-1217
■吉井支所代表…………………☎954-1111
▷市民生活課市民生活班………☎954-1183
▷市民生活課健康福祉班………☎954-1374
▷産業建設課……………………☎954-1366
■教育委員会
▷社会教育課……………………☎955-0783
▷熊山分室………………………☎995-1360
■消防本部………………………☎955-2244
▷警防課救急係…………………☎955-2254
■エコプラザあかいわ…………☎955-1560

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

救
命
処
置
の
知
識
と
技
術
を
！

募　
　

集

▼ 

家
賃
月
額
（
入
居
時
）
／
１
万
６

５
０
０
円
〜
２
万
４
６
０
０
円

〈
赤
磐
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
〉

④
安
岡（
坂
辺
１
０
５
５-

１
８
）

▼ 

戸
数
／
１
戸

▼ 

規
格
／
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼ 

家
賃
月
額
／
５
万
円

■ 

募
集
期
間
／
５
月
11
日
㈪
〜

22
日
㈮

■ 

申
込
方
法

　

本
人
ま
た
は
家
族
の
人
が
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※ 

入
居
要
件
に
つ
い
て
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

申
し
込
み
先
／
①
②
③
吉
井

支
所
産
業
建
設
課
、④
赤
坂
支

所
産
業
建
設
課

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
建
設

課
、
各
支
所
産
業
建
設
課

■ 

日
時
／
５
月
26
日
㈫

　

 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分
（
受
付
午
前
10
時
〜
）

■ 

場
所
／
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

■ 

対
象
／
４
〜
６
か
月
の
子
ど

も
の
保
護
者

■ 

内
容
／
離
乳
食
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
を
、簡
単
な
実
習
を
し

な
が
ら
説
明
し
ま
す
。

■ 

定
員
／
６
組
（
先
着
順
）

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
お
茶

■ 

申
込
開
始
日
／
５
月
７
日
㈭

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

健
康
増
進
課

離
乳
食
講
習
会
参
加
者
募
集

公
営
住
宅
公
募
の
ご
案
内

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、中
止

や
延
期
、内
容
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

広報あかいわ（令和2年5月号） 8



◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

★新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止や延期、内容変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

■ 
日
時
／
５
月
20
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

■ 

場
所
／
山
陽
産
業
会
館
２
階 

ふ
る
さ
と
交
流
室

■ 

相
談
員
／
岡
山
東
年
金
事
務

所 

年
金
相
談
担
当

※ 

相
談
は
完
全
予
約
制
に
な
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時

間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

予
約
受
付
窓
口
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班

　
市
で
は
、男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

幅
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、赤
磐

市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

一
緒
に
取
り
組
め
る
人
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■ 
募
集
人
員
／
３
人
以
内

■ 
任
期
／
７
月
１
日
〜
令
和
４

年
６
月
30
日

■ 

応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
20
歳
以
上
（
令

和
２
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、

男
女
共
同
参
画
に
関
心
と
見

識
を
持
ち
、
継
続
し
て
平
日

に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る
人

■ 

応
募
方
法
／
本
庁
協
働
推
進

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活

課
に
備
え
付
け
の
応
募
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

「
私
が
考
え
る
男
女
共
同
参

画
」
に
つ
い
て
の
作
文
（
８

０
０
字
以
内
、
様
式
は
自
由
）

を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
可
）。

※ 

応
募
申
込
書
お
よ
び
作
文
原

稿
用
紙
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■ 
応
募
期
限
／
５
月
29
日
㈮
必
着

※ 
選
考
結
果
は
、各
個
人
あ
て
に

通
知
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

協
働
推
進
課

　

さんさんカフェへようこそ

　「さんさんカフェ」は、介護を受けている人
や認知症の人、その家族や地域の人など自由
に誰でも参加できます。お茶とお菓子を食べ
ながらおしゃべりやレクリエーションを楽しん
だり、介護・福祉などの専門職に介護や医療の
相談をしたりもできます。
　事前申し込みは不要で、時間内であれば、
好きな時に来て、帰ることができます。気軽に
お越しください。
■�日時／5月11日㈪ 午後１時３０分～３時
■�場所／中央公民館　■�参加費／100円
■�問い合わせ先／本庁介護保険課地域包括支
援センター

　
市
で
は
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、市

民
活
動
団
体
な
ど
か
ら
地
域
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
事
業
提

案
を
募
集
し
、市
と
目
的
を
共
有

し
、
役
割
と
責
任
を
確
認
し
あ

い
、
協
働
で
事
業
を
実
施
す
る

「
市
民
活
動
実
践
モ
デ
ル
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業

の
実
施
に
当
た
り
、市
民
活
動
団

体
な
ど
か
ら
提
案
さ
れ
た
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ

て
い
た
だ
く
委
員
を
公
募
し
ま

す
。

■ 

募
集
人
数
／
２
人

■ 

任
期
／
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

■ 
応
募
資
格
／
20
歳
以
上（
令
和

２
年
４
月
１
日
現
在
）で
市
内

に
在
住
・
在
学
ま
た
は
在
勤

し
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
と
見
識
を
持
ち
、継
続
し
て

赤
磐
市
市
民
活
動
実
践
モ
デ

ル
事
業
審
査
委
員
会
に
出
席

で
き
る
人
（
会
議
は
、平
日
に

開
催
し
ま
す
）

■ 

応
募
方
法
／
本
庁
協
働
推
進

課
ま
た
は
、各
支
所
市
民
生
活

課
に
備
え
付
け
の
応
募
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、応

募
理
由
に
つ
い
て
の
作
文（
４

０
０
字
程
度
、
様
式
は
自
由
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送

可
）。

■ 

応
募
期
限
／
５
月
14
日
㈭
必
着

※ 

選
考
結
果
は
、各
個
人
あ
て
に

通
知
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

協
働
推
進
課

赤
磐
市
男
女
共
同
参
画

推
進
審
議
会
の
委
員
を
募
集

年
金
相
談

市
民
活
動
実
践
モ
デ
ル
事
業

審
査
委
員
会
の
委
員
を
公
募

広報あかいわ（令和2年5月号）9



＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

　

発
達
障
害
の
あ
る
人
に
対
す

る
正
し
い
理
解
や
支
援
方
法
に

つ
い
て
専
門
的
に
学
ぶ
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

■ 

日
時
／
６
月
５
日
㈮
、７
月
７

日
㈫
、
８
月
４
日
㈫
、
９
月
８

日
㈫
、
10
月
６
日
㈫
、
11
月
24

日
㈫
、
12
月
８
日
㈫
、
１
月
26

日
㈫
、
２
月
16
日
㈫
、
３
月
16

日
㈫
（
計
10
回
）

■ 

時
間
／
午
後
７
時
〜
９
時

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館 

視
聴
覚
室

■ 

講
師
／
小
田
桐
早
苗
さ
ん（
川

崎
医
療
福
祉
大
学
医
療
福
祉

学
科
講
師
）

■ 

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

■ 

参
加
費
／
７
千
円
（
資
料
代
）

■ 

主
催
／
赤
磐
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

岡
山
県
自
閉
症
児
を
育
て
る
会

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

• 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

岡
山
県
自
閉
症

児
を
育
て
る
会
事
務
局

　
☎（
９
５
５
）６
７
５
８

　
FAX（
９
５
５
）６
７
４
８

　バラやハーブなどに囲まれた癒しの空間で
アロマとマッサージについて学びませんか。
◆日時／６月４日㈭、１８日㈭、７月２日㈭
　　　　午前１０時～午後１時（１回３時間×３回）
◆場所／熊山英国庭園体験棟
◆定員／８人程度
◆�受講料／６千円（キャリアオイル２種類など教
材費込み）

◆�持ち物／筆記用具、フェイスタオル、バスタ
オル各２枚、クッション１個

◆問い合わせ・申し込み先
・アロマスクール リシェス ☎０８６-２５０-２３２０

ハンドセラピスト
養成講座

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
、
リ

ユ
ー
ス
品
に
よ
る
即
売
会
が
始

ま
り
ま
す
。

■ 

開
催
期
間
／
５
月
４
日
㈪
〜

９
日
㈯
の
６
日
間

※ 

通
常
火
曜
日
と
水
曜
日
は
休
館

日
で
す
が
、
今
回
の
即
売
会
期

間
中
に
限
り
開
館
し
ま
す
。

■ 

場
所
／
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
内
）

■ 

対
象
／
18
歳
以
上
の
人

■ 

注
意
事
項
／
１
日
に
一
人
で

の
購
入
限
度
品
数
を
決
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

開
催
期
間
中
で
も
無
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
エ
コ
プ
ラ

ザ
あ
か
い
わ

▼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
ご
案
内

〈
開
館
時
間
〉

　
毎
週
月・木・金
曜
日
、
第
２・

第
４
土
曜
日
（
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
）

※ 

土
曜
日
は
、
ご
み
の
持
ち
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。
入
口
も

西
側
の
門
に
変
わ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

支
援
者
向
け
発
達
障
害
支
援

夜
間
連
続
講
座
の
ご
案
内

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
即
売
会

　

第
６
期
生
介
護
予
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て「
運
動
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」・「
認
知
症
予
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
募
集

し
ま
す
。あ
な
た
自
身
の
健
康
づ
く
り
と
地
域
貢
献
の
た
め
に
私

た
ち
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

運
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
い
き

い
き
百
歳
体
操
の
実
技
を
身
に
つ
け
、地
域
の「
い
き
い
き
百
歳

体
操
の
集
い
」で
体
操
の
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

認
知
症
予
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、認
知
症
に
関
す
る
知
識

を
学
び
、「
さ
ん
さ
ん
カ
フ
ェ
」の
運
営
な
ど
を
行
い
ま
す
。ど
ち

ら
も
地
域
で
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、入
門
講
座
を
受
講
し
た
の
ち
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
講
座

（
５
～
８
回
）を
受
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。専
門
講
座
の
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
内
容

◇�

第
１
回
…
５
月
26
日
㈫ 

午
前
10
時
～
正
午

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
っ
て
？ 

私
達
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う
」

　

講
師
…�

岡
山
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
職
員

◇
第
２
回
…
６
月
２
日
㈫ 

午
前
10
時
～
正
午　

　
「
認
知
症
の
理
解
を
深
め
、認
知
症
の
方
へ
の
対
応
を
学
ぼ
う
」

　

講
師
…�

本
庁
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、

認
知
症
予
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

■
場
所
／
中
央
図
書
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

■�

募
集
人
数
／
運
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、認
知
症
予
防
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア（
各
25
人
）

■
申
込
期
限
／
５
月
20
日
㈬

■
参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ・
申
し
込
み
先

・
本
庁
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

第
６
期
生 

介
護
予
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

～
あ
な
た
の
や
る
気
を
応
援
し
ま
す
～

広報あかいわ（令和2年5月号）10



◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

★新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止や延期、内容変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

　
市
は
、ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
幅
広
く
反
映

さ
せ
る
た
め
の
公
聴
事
業
と
し

て
「
市
長
対
話
室
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
申
込
方
法
な
ど
、詳
し

く
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
秘
書

広
報
課

　
市
で
は
、令
和
３
年
４
月
１
日

付
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
。
一
般
事
務
職
・

専
門
職
な
ど
に
つ
い
て
は
、５
月

中
旬
か
ら
募
集
開
始
、７
月
12
日

㈰
に
１
次
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、５
月
中
旬
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

　
な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
総
務
課

　

赤
磐
市
教
育
委
員
会
に
お
け

る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
な
ど

の
臨
時
職
員
の
任
用
に
関
す
る

業
務
に
つ
い
て
不
適
正
な
事
務

処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に

対
し
、原
因
究
明
お
よ
び
再
発
防

止
を
図
る
た
め
、赤
磐
市
不
適
正

事
務
処
理
に
関
す
る
第
三
者
委

員
会
を
設
置
し
、令
和
２
年
２
月

28
日
に
第
一
回
の
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

不
適
正
な
事
務
処
理
の
経
緯

や
原
因
の
究
明
を
行
い
、今
年
秋

頃
を
目
標
と
し
て
、再
発
防
止
策

を
含
め
た
提
言
を
行
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
総
務
課

　
永
瀬
清
子
と
井
奥
行
彦
さ
ん
・

な
ん
ば
・
み
ち
こ
さ
ん
ら
と
の
往

復
書
簡
、永
瀬
清
子
の
朗
読
会
の

記
録
、
白
石
齊
さ
ん
の
お
話
、
松

尾
静
明
さ
ん
の
講
演
、
朗
読
会

『
永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界
』
で
の

沢
知
恵
さ
ん
の
公
演
な
ど
を
収

録
し
た
第
７
集
を
刊
行
し
ま
し

た
。

■ 

代
金
／
４
０
０
円

■ 

購
入
方
法
／
平
日
（
月
〜
金
）

※ 

熊
山
公
民
館
で
取
り
扱
い
ま

す
。
郵
送
で
の
購
入
も
可
能
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
熊
山
分
室

　

交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
の

行
為
に
よ
っ
て
、
け
が
や
病
気

に
な
っ
た
場
合
に
、
国
民
健
康

保
険
証
で
診
療
を
受
け
た
と
き

は
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」の
届
け
出
と
事
故
証
明
の
添

付
が
必
要
で
す
。

　
本
来
、加
害
者
が
医
療
費
を
全

額
負
担
す
る
の
が
原
則
の
た
め
、

あ
と
で
国
民
健
康
保
険
が
負
担

し
た
医
療
費
を
加
害
者
に
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、す

み
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班
、各
支
所
市
民

生
活
課
市
民
生
活
班

　

認
知
症
予
防
に
は
適
度
な
運
動
と
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
食
事
、そ
し
て
活
発
な
人
と
の

交
流
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。認
知
症
の
予
防

は
し
た
い
が
、何
を
し
た
ら
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
人
は
、ぜ
ひ
こ
の
講
座
を
受
講
し
て
認
知

症
予
防
に
良
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？	

昔
懐

か
し
い
歌
に
合
わ
せ
て
の
頭
の
体
操
も
学
べ
ま
す
。

● 

日
時
／
６
月
12
日
㈮
～
10
月
23
日
㈮
の
毎
月
第
２・４
金

曜
日（
全
９
回
）	

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

※
７
月
の
み
第
５
金
曜
日
に
開
催

●
場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

● 

内
容
／
認
知
症
予
防
に
関
す
る
講
話
と
音
楽
に
合
わ
せ

た
頭
の
体
操

● 

講
師
／
小
堀
佳
代
子
さ
ん（
音
楽
講
師
）ほ
か

●  

対
象
／
市
内
に
住
む
65
歳
以
上
で
認
知
症
予
防
に
関
心

の
あ
る
人（
過
去
に
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
、申
し

込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

● 

定
員
／
30
人

● 

参
加
費
／
無
料

● 

申
込
期
間
／
５
月
11
日
㈪
～
６
月
５
日
㈮

● 

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

第
三
者
委
員
会
を
設
置

お
知
ら
せ

『
資
料
集
―
永
瀬
清
子
の
詩
の

世
界
』刊
行

市
長
対
話
室

認
知
症
予
防
と
音
楽
の

講
座
生
徒
募
集

市
職
員
採
用
試
験

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出

〜
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
〜

広報あかいわ（令和2年5月号）11
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倒
産
や
解
雇
な
ど
の
事
業
主

都
合
や
、雇
用
期
間
満
了
な
ど
に

よ
る
離
職
で
国
保
に
加
入
し
た

人
で
、次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
人
は
、届
出
に
よ
り

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

■ 

軽
減
の
要
件

•
離
職
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

• 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

「
離
職
理
由
」
欄
の
数
字
が
11
、

12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
、

33
、34
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

■
軽
減
の
内
容

• 

国
民
健
康
保
険
税
を
算
定
す

る
と
き
に
給
与
所
得
を
本
来

の
額
の
30
％
と
し
て
計
算
し
、

負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

• 

高
額
療
養
費
な
ど
の
所
得
区

分
を
判
定
す
る
と
き
も
給
与

所
得
を
本
来
の
額
の
30
％
と

し
て
算
定
し
ま
す
。

※ 

給
与
所
得
以
外
の
所
得
は
軽

減
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、同
じ

世
帯
の
ほ
か
の
国
保
加
入
者

の
所
得
は
通
常
の
額
と
し
て

計
算
し
ま
す
。

■ 

軽
減
期
間
／
離
職
し
た
翌
日

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
廃
止
後
に
利

用
で
き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
証
明

書
類
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

住
民
票
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
入
り
）、

通
知
カ
ー
ド（
内
容
に
変
更
が
な

い
場
合
や
正
し
く
変
更
手
続
き

が
と
ら
れ
て
い
る
場
合
）
で
す
。

そ
の
ほ
か
、ご
不
明
な
点
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
市
民

課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
、各
支
所

市
民
生
活
課
市
民
生
活
班

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月

１
日
㈪
で
す
。納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、領
収
書
に
付
い
て
い
る

納
税
証
明
書
は
、必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■ 
問
い
合
わ
せ
先

• 

岡
山
県
備
前
県
民
局
税
務
部

　
☎
０
８
６（
２
３
３
）９
８
１
０〈
証
明
〉

　
☎
０
８
６（
２
３
３
）９
８
４
４〈
課
税
〉

の
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

■
必
要
書
類
な
ど

• 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

• 

印
鑑

■ 

問
い
合
わ
せ
・
届
出
先
／
本
庁
市

民
課
国
保
年
金
班
、各
支
所
市

民
生
活
課
市
民
生
活
班

　

皆
さ
ん
に
送
付
し
て
い
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ
ー
ド
」

は
、令
和
２
年
５
月
頃
に
廃
止
と

な
り
ま
す
。
廃
止
後
は
「
通
知

カ
ー
ド
」
の
再
交
付
や
氏
名
、住

所
な
ど
の
変
更
手
続
き
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。再
交
付
が
必
要

な
人
や
氏
名
、住
所
な
ど
の
変
更

手
続
き
が
ま
だ
の
人
は
廃
止
前

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る

国
保
税
の
負
担
軽
減

　
身
体
・
精
神
に
障
が
い
の
あ
る

人
が
通
学
・
通
院
・
通
所
・
生
業

の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車

に
つ
い
て
は
、そ
の
障
が
い
の
等

級
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、自
動
車
税

を
減
免
さ
れ
て
い
る
人
は
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
申
請
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　
該
当
者
は
、納
税
通
知
書
到
着

後
、担
当
課
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■ 

減
免
対
象
者

• 

軽
自
動
車
を
所
有
す
る
人
で
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て

い
る
人（
等
級
に
よ
っ
て
は
該
当

に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

• 

身
体
障
害
者
な
ど
と
生
計
を
一

に
し
て
い
る
人
で
軽
自
動
車
を

常
時
介
護
に
使
用
し
て
い
る
人

（
た
だ
し
、
車
の
所
有
者
は
原
則

身
体
障
害
者
な
ど
本
人
）

■ 

申
請
期
限
／
６
月
１
日
㈪（
納

期
限
）

■ 

申
請
に
必
要
な
も
の

• 

令
和
２
年
度
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書

• 
印
鑑　

• 

運
転
免
許
証

• 

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
手
帳
な
ど　

• 

車
検
証
（
車
検
が
あ
る
車
）

※
平
成
31
年
度
（
令
和
元
年
度
）

に
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

て
い
る
人
で
車
の
変
更
が
な
い

場
合
は
、申
請
が
不
要
で
す
。
車

を
変
更
し
た
人
は
、変
更
後
の
車

で
申
請
が
必
要
で
す
。そ
の
ほ
か

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
／
本
庁
税

務
課
市
民
税
班
、各
支
所
市
民

生
活
課
市
民
生
活
班

マ
イ
ナ
ン
バ
ー「
通
知
カ
ー
ド
」が

廃
止
に
な
り
ま
す

自
動
車
税
は

６
月
１
日
㈪
ま
で
に

令
和
２
年
度
軽
自
動
車
税

減
免
申
請

◎
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
あ
か
い
わ
４
月
号
６
ペ

ー
ジ
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
検

討
委
員
会
委
員
の
公
募
」
に
つ

い
て
任
期
と
募
集
人
数
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

■
任
期
／
（
誤
）
２
年

（
正
）
３
年

■
募
集
人
数
／
（
誤
）
２
人

（
正
）
１
人

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
協
働
推
進
課

広報あかいわ（令和2年5月号）12



◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

★新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止や延期、内容変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

◆
り
ん
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

　

子
ど
も
に
関

す
る
相
談
窓
口

（
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）
と
、
障
が

い
に
関
す
る
相

談
窓
口
（
障
害
者

基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
）を
ま
と
め
た
相
談
窓

口
で
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ

ら
ず
、ち
ょ
っ
と
し
た
不
安
や
悩

み
、障
が
い
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
総
合
的
に
応
じ
ま
す
。

◆
何
を
し
て
く
れ
る
の
？

• 

子
育
て
に
関
す
る
ち
ょ
っ
と

し
た
不
安
や
悩
み
の
相
談

• 

子
育
て
支
援
関
係
施
設
の
紹
介

• 

障
が
い
に
関
す
る
相
談

• 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
、紹
介

• 

医
療
受
診
の
相
談

• 

幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
、
学
校

教
諭
な
ど
の
支
援
者
か
ら
の

相
談　
な
ど

◆
ど
ん
な
人
が
相
談
で
き
る
の
？

　
次
の
よ
う
な
人
は
、お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

• 

妊
産
婦
の
人

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
〉

※ 

特
別
弔
慰
金
は
、ご
遺
族
を
代

表
す
る
お
一
人
が
受
け
取
る

も
の
で
す
。ご
遺
族
間
の
調
整

は
、記
名
国
債
を
受
け
取
っ
た

人
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■ 

支
給
内
容
／
額
面
25
万
円
、５

年
償
還
の
記
名
国
債

■ 

請
求
期
間
／
令
和
５
年
３
月

• 

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の

家
族

• 

障
が
い
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
子
ど
も
・
障

が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
り
ん
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

■ 
支
給
対
象
者

　
先
の
大
戦
で
、公
務
上
ま
た
は

勤
務
に
関
連
し
た
傷
病
に
よ
り

死
亡
し
た
人
（
旧
軍
人
軍
属
、準

軍
属
）
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に
、
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、次

の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人

⑴
弔
慰
金
の
受
給
権
者

⑵
戦
没
者
等
の
子

⑶ 

戦
没
者
等
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、④
兄
弟
姉
妹
（
戦

没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
人
な
ど
は

除
か
れ
ま
す
）

⑷ 

右
記
⑴
〜
⑶
以
外
の
戦
没
者

な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族

（
甥
、姪
な
ど
）〈
戦
没
者
な
ど

の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

り
ん
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

31
日
ま
で

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

社
会
福
祉
課
、各
支
所
市
民
生

活
課
健
康
福
祉
班

　

車
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
、６
歳
未
満
の
子
ど

も
に
は
必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。高
速
道

路
だ
け
で
な
く
、
一
般
道
で
も
、

す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。シ
ー
ト

ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

は
、万
一
の
事
故
の
際
の
命
綱
で

す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
く
ら

し
安
全
課

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

～
第
11
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
～

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
は
必
ず
着
用
！

　岡山県では、地域で青少年やその保護者が悩みや不安を
相談できるよう、青少年健全育成活動に熱意を持って取り組ま
れている人を、青少年相談員として登録しています。
　非行やいじめ、友人関係の悩みなど、青少年に関するさまざ
まな相談に応じます。相談内容については、秘密を厳守します
ので、安心してご相談ください。
　また、身近な青少年の善行を称える「わかば賞」の顕彰を行
います。青少年の善行を見かけたときは、ご連絡ください。

 ＜山陽地域＞
　・山 陽 小 学 校 区……………内山　孝子  ☎ 955-2688
　・山陽西小学校区……………佐々木政人  ☎ 955-1780
　・山陽東小学校区……………畑　　啓允  ☎ 955-4292
　・山陽北小学校区……………齊藤　　歩  ☎ 955-2442
 ＜赤坂地域＞
　・石 相 小 学 校 区……………幡山　寛念  ☎ 957-2528
　・軽 部 小 学 校 区……………野田　惠子  ☎ 957-3647
　・笹 岡 小 学 校 区……………松岡　里子  ☎ 957-2057
 ＜熊山地域＞
　・豊 田 小 学 校 区……………嘉数　健二  ☎ 995-0864
　・磐 梨 小 学 校 区……………實盛さよ子  ☎ 995-1123
　・桜が丘小学校区……………矢吹　　保  ☎ 995-1285
 ＜吉井地域＞
　・城 南 小 学 校 区……………奥田　智明  ☎ 954-1676
　・仁 美 小 学 校 区……………牧野　睦美  ☎ 958-2380
■問い合わせ先／教育委員会社会教育課

岡山県青少年相談員へご相談ください
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＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

　
取
引
・
証
明
に
使
用
さ
れ
て
い

る
は
か
り
（
家
庭
用
を
除
く
）
は
、

計
量
法
に
よ
り
２
年
に
１
回
の

定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
特
定
計
量
器
定

期
検
査
を
左
記
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
の
で
、こ
れ
に
該
当
す
る

は
か
り
は
、必
ず
受
検
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

検
査
は
、
は
か
り
の
種
類
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
有
料
で
す
。

■ 

検
査
日
程

　

実
施
時
間
は
、
全
会
場
共
通

（
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
）と
な
り
ま
す
。
28

日
㈭
の
み
、午
前
と
午
後
で
会
場

が
異
な
り
ま
す
。

① 

５
月
20
日
㈬

　
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー

② 

５
月
21
日
㈭

　
吉
井
支
所

③ 

５
月
22
日
㈮

　
熊
山
支
所

④ 

５
月
25
日
㈪
・
26
日
㈫

　

 

晴
れ
の
国
岡
山
農
業
協
同
組
合 

赤
坂
支
店

⑤
５
月
27
日
㈬

　

 

山
陽
産
業
会
館

外
出
は
控
え
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、岡
山
県
で
は
光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
な

ど
の
メ
ー
ル
配
信
も
行
っ
て
い

ま
す
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報

等
の
メ
ー
ル
配
信
登
録
方
法

〈
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
登
録
方
法
〉

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

　
登
録
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

　

 http://pref-okayamataiki.blue.
coocan.jp/cgi-bin/M

obile_
MailDeliveryService.cgi

②
左
記
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

〈
パ
ソ
コ
ン
で
の
登
録
方
法
〉

③ 

パ
ソ
コ
ン
登
録
サ
イ
ト
に

　
ア
ク
セ
ス

　
 http://pref-okayam

ataiki.
blue.coocan.jp/cgi-bin/
M
ailDeliveryService.cgi

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
環
境
課

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を

中
心
と
す
る
憲
法
週
間
の
行
事

と
し
て
、
無
料
法
律
・
人
権
相
談

⑥ 

５
月
28
日
㈭

•
午
前
…
西
山
公
民
館

•
午
後
…
高
月
公
民
館

■ 

検
査
対
象

• 

商
店
、
農
家
、
宅
配
便
取
次
店

等
に
あ
る
商
売
用
の
は
か
り

• 

病
院
、
医
院
、
薬
局
な
ど
に
あ

る
業
務
用
は
か
り

• 

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
福

祉
施
設
な
ど
に
あ
る
体
重
計

な
ど

※ 

最
大
計
測
量
５
０
０
㎏
以
下

の
は
か
り
が
対
象
で
す
。

■ 
問
い
合
わ
せ
先

• （
一
社
）
岡
山
県
計
量
協
会　

　
☎
０
８
６（
２
４
２
）３
１
５
０

• 

本
庁
商
工
観
光
課

　

岡
山
県
で
は
、
５
月
10
日
か

ら
９
月
10
日
ま
で
を
「
大
気
汚

染
防
止
夏
期
対
策
期
間
」
と
定

め
、大
気
汚
染
物
質
の
濃
度
が
高

く
な
っ
た
と
き
に
は
、光
化
学
オ

キ
シ
ダ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
や

注
意
報
な
ど
を
発
令
し
、注
意
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。県
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て

情
報
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
ら

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
法
律
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い（
事

前
申
し
込
み
不
要
）。

■ 

日
時
／
５
月
12
日
㈫

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■ 

場
所
／
岡
山
弁
護
士
会
館
会

議
室
（
岡
山
市
北
区
南
方
１-

８-

29
）

■ 

相
談
員
／
岡
山
弁
護
士
会
、岡

山
地
方
法
務
局

■ 

内
容
／
土
地
、
家
屋
、
交
通
事

故
、
金
銭
の
貸
借
、
離
婚
、
相

続
、
人
権
、
子
供
の
非
行
・
人

権
、
登
記
な
ど

※ 

で
き
る
限
り
公
共
交
通
機
関

の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

• 

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局

　
総
務
課
広
報
係

　
☎
０
８
６（
２
２
２
）６
７
７
１

　

国
土
交
通
省
岡
山
河
川
事
務

所
の
出
先
機
関
で
あ
る
吉
井
川

上
流
出
張
所
の
業
務
を
、４
月
１

日
㈬
か
ら
「
坂
根
出
張
所
」
へ
移

し
ま
し
た
。

　
「
坂
根
出
張
所
」
で
は
、
従
前

の
管
理
第
二
課
（
坂
根
分
室
）
が

行
っ
て
い
た
坂
根
堰
の
管
理
と

あ
わ
せ
て
、吉
井
川
上
流
部
の
管

理
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
で
、よ

り
効
果
的
に
業
務
を
実
施
し
ま

す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

• 

坂
根
出
張
所　

　
☎
０
８
６
９（
６
６
）７
６
３
１

　

５
月
８
日
㈮
か
ら
発
売
さ
れ

る
「
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
」
は
、
１
等
・
前
後
賞
を
合
わ

せ
て
５
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
く
、１
等
１
千
万
円
が
10
人

に
当
た
る「
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
」も
発
売
さ
れ
ま
す
。
県
内

で
の
宝
く
じ
の
売
り
上
げ
は
、公

園
、学
校
な
ど
の
教
育
施
設
の
充

実
な
ど
、県
民
の
み
な
さ
ん
の
身

近
な
と
こ
ろ
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
宝
く
じ
は
、「
県
内
」で

ご
購
入
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
県
総
務
部
財
政
課　

　
☎
０
８
６（
２
２
６
）７
２
５
４

は
か
り
の
定
期
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に

要
注
意
‼

宝
く
じ
は「
県
内
」で
購
入
を

無
料
法
律・人
権
相
談
所
開
設

吉
井
川
上
流
出
張
所
の
業
務
を

「
坂
根
出
張
所
」へ
移
し
ま
し
た
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、8ページの電話番号一覧をご覧ください。

★新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止や延期、内容変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

　

高
齢
運
転
手
の
ア
ク
セ
ル
と

ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
事
故

を
抑
制
す
る
た
め
、後
付
の
踏
み

間
違
い
急
発
進
抑
制
装
置
の
整

備
費
を
補
助
し
ま
す
。

■ 

補
助
対
象
者
／
次
の
要
件
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

① 

補
助
金
申
請
の
日
に
お
い
て
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
65

歳
以
上
の
人

② 

補
助
対
象
車
両
の
自
動
車
検

査
証
に
記
載
さ
れ
た
使
用
者

③ 

有
効
な
自
動
車
運
転
免
許
証

を
保
有
し
て
い
る
人

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑤ 

赤
磐
市
暴
力
団
排
除
条
例（
平

成
23
年
赤
磐
市
条
例
第
18
号
）

第
２
条
第
３
号
に
規
定
す
る

暴
力
団
員
な
ど
に
該
当
し
な

い
人

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺

な
ど
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、悪
質

な
電
話
勧
誘
や
不
審
電
話
を
受

け
に
く
く
す
る
効
果
の
あ
る
電

話
機
な
ど
の
購
入
費
を
補
助
し

ま
す
。

■ 

補
助
対
象
者
／
次
の
要
件
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

① 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

② 

申
請
日
に
お
い
て
満
65
歳
以

上
の
み
の
世
帯
で
あ
る
こ
と

③ 

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

④ 

赤
磐
市
暴
力
団
排
除
条
例
（
平

成
23
年
赤
磐
市
条
例
第
18
号
）

第
２
条
第
３
号
に
規
定
す
る
暴

力
団
員
等
に
該
当
し
な
い
人

■ 

補
助
対
象
機
器
／
市
内
業
者

か
ら
購
入
し
、次
の
い
ず
れ
か

の
機
能
を
も
つ
固
定
電
話
機

ま
た
は
固
定
電
話
機
に
接
続

す
る
機
器

① 

事
前
に
登
録
し
て
い
な
い
電

話
番
号
か
ら
の
着
信
に
対
し
、

注
意
を
促
す
機
能

② 

着
信
の
相
手
に
対
し
、録
音
を

行
う
旨
の
応
答
を
自
動
的
に

行
う
機
能

③ 

被
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

の
あ
る
着
信
を
自
動
的
に
切

■ 

補
助
対
象
車
両
／
次
の
要
件

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
車
両

① 

道
路
運
送
車
両
法（
昭
和
26
年

法
律
第
１
８
５
号
）第
２
条
第

２
項
に
規
定
す
る
自
動
車（
自

動
二
輪
車
を
除
く
）
で
あ
っ

て
、自
動
車
検
査
証
の
「
自
家

用
・
事
業
用
の
別
」
欄
に
「
自

家
用
」
と
記
載
さ
れ
た
も
の

② 

踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装

置
を
整
備
す
る
こ
と
が
可
能

な
も
の

③ 
営
利
を
目
的
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
な
い

■ 

補
助
金
額
／
10
万
円
を
上
限

に
整
備
費
の
３
分
の
２
に
相

当
す
る
額（
千
円
未
満
の
端
数

は
切
り
捨
て
）

■ 

手
続
き
に
必
要
な
も
の

① 

見
積
書
の
写
し

② 

自
動
車
検
査
証
の
写
し

③ 

自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

※ 

装
置
を
整
備
す
る
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。

※ 

補
助
金
の
交
付
は
、補
助
対
象

者
１
人
に
つ
き
車
両
１
台
で
、

１
回
限
り
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
く
ら

し
安
全
課

断
す
る
機
能

■ 

補
助
金
額
／
５
千
円
を
上
限

に
購
入
費
お
よ
び
設
置
費
用
の

２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
百

円
未
満
の
端
数
は
切
捨
て
）

■ 

申
請
に
必
要
な
も
の

① 

購
入
す
る
機
器
の
カ
タ
ロ
グ

な
ど
の
写
し

② 

見
積
書
（
設
置
費
用
含
む
）
の

写
し

③ 

印
鑑

※ 

機
器
を
購
入
す
る
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。

※ 

補
助
金
の
交
付
は
、補
助
対
象

者
が
属
す
る
世
帯
に
対
し
て

１
回
限
り
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
く
ら

し
安
全
課

　

東
日
本
大
震
災
や
西
日
本
豪

雨
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、災

害
時
に
お
い
て
、廃
棄
物
の
適
正

で
円
滑
な
処
理
を
す
る
こ
と
は

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、地
震
や
水
害
な
ど
の

大
規
模
災
害
に
伴
う
災
害
廃
棄

物
の
処
理
を
適
正
か
つ
迅
速
に

行
う
た
め
、災
害
廃
棄
物
の
処
理

体
制
の
ほ
か
、発
生
量
の
推
計
や

処
理
フ
ロ
ー
（
資
源
化
・
焼
却
・

埋
立
）な
ど
を
内
容
と
す
る
赤
磐

市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。有
事
の
際
に
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
環
境
課

〜
ム
リ
な
く
、ム
ダ
な
く

　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

　

毎
年
度
配
布
す
る
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
の
補
足
、詳
細
な
ご
み
の

出
し
方
、資
源
化
物
の
分
別
方
法

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
い
た
だ
き
、ご
み
の
減
量

化
、資
源
化
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、広

報
あ
か
い
わ
５
月
号
と
一
緒
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
環
境
課

高
齢
者
に
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制

装
置
整
備
費
を
補
助
し
ま
す

特
殊
詐
欺
な
ど
の
被
害
防
止
機
能
付
き

電
話
機
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す

「
赤
磐
市
災
害
廃
棄
物
処
理

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

「
赤
磐
市
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
更
新
し
ま
し
た
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＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。

「未来が見える学校を創るための３つの改革」 � 校長　村松  敦

　子ども達が羽ばたく未来は、技術革新によって便利で豊かになる一方、変化が激しく先行き
不透明と言われています。本校では、スマホの情報に踊らされず自分の頭で考え「選ぶ（行動する）」
と、差別・偏見にとらわれず多様な人と「つながる」の２つをキーワードに、３つの改革を始めます。

①�テスト･宿題改革…長期休業開けの課題テストや中間テスト、3年生の学年末テストなどを廃止しま
す。期末テストはノートの持ち込みや再チャレンジができるようにします。また、宿題は全員一律から
自分に必要な内容を選んで取り組む個別最適化を目指します。

②�考動改革…学期始めの４月･９月･１月の行事を精選し、学級や部活動などの生徒同士･生徒と先生と
の信頼を深めるアクティビティに集中的に取り組みます。また、行事の内容を精選し、企画から生徒に
任せ考えさせる場面を充実させます。

③�日課表改革…現在の朝読書の開始を５分に繰り上げ、小テストやモジュール学習にも使えるようにし
ます。また、一斉に掃除する日を水曜日だけにして、必要なところを生徒が考えて掃除するようにす
ることで午後３時45分からを放課後とし、最終下校時刻を午後５時30分とします。（11月から1月は
午後５時）

市 内 の 小 中 学 校・幼 稚 園・保 育 園・こ ど も 園 を 紹 介 し ま す！

⑲桜が丘中学校 ▶︎所在地／桜が丘西5-12
▶生徒数／550人

ムコ ラ

自ら考え、主体的に行動できる生徒の育成学校教育目標

職員が地域へ伺い、くらしの安全・安心
についてそれぞれのテーマでお話しし
ます。お気軽にご利用ください。

●�対象／町内会・老人クラブなど地域の団体・職場など、おおむね5人以上の集まり
●所要時間／３０分～１時間程度　　　　　　　　　 ●会場／申込団体にてご用意ください。
●日程／原則、平日（１２月２９日～１月４日を除く）　　●費用／無料
●申込方法／まず電話でご連絡ください。日程調整後に申込書を提出していただきます。
●問い合わせ・申し込み先／本庁くらし安全課

いずれ起こるかもしれないさまざ
まな災害に対し、事前に備えること
を目的として、体験学習や講話な
どをします。地元で行う訓練などと
合わせて、出前講座を行うことも
できます。テーマや研修内容など
については、ご相談ください。
■主な講座内容（例）
◦新聞紙を使ったスリッパづくり
◦着衣を使った簡易担架づくり
◦三角巾を使った応急処置体験

悲惨な交通事故を発生させない
ために、子どもから高齢者まで
すべての世代を対象に、交通ル
ールや交通事故防止策につい
て、お話しします（DVD上映、手
遊び、寸劇なども入れて楽しい
雰囲気で行います）。
■主な講座内容
◦高齢者の交通事故防止
◦子どもの交通事故防止
◦夜光反射材の着用
◦おかやま愛カード
◦自動車の運転支援装置 など

消費者被害を未然に防ぐために、
消費者としての心構え、悪質な業
者への事前・事後の対応の仕方、法
律の考え方などを、消費生活相談
員が伺い、お話しします。ＤＶＤや替
え歌、クイズなどを取り入れること
もできます。テーマや研修内容な
どについては、ご相談ください。
■主な講座内容（例）
◦悪質商法の手口とその対処法
◦最近の消費者相談事例
◦クーリング・オフについて
◦インターネットトラブルについて

防　　災 交通安全 消費生活

前出 座のご案内
講
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＜開館時間＞ 
◦中央図書館…午前10時～午後6時（木曜日は午後8時まで開館）
◦赤坂・熊山・吉井図書館…午前10時～午後6時

＜問い合わせ先＞
◦中央図書館………☎955-0076
◦赤坂図書館………☎957-2212
◦熊山図書館………☎995-1273
◦吉井図書館………☎954-9200

＜5月の休館日＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

※青色のマスが休館日です。

各 図 書 館 利 用 案 内

●中央図書館
絵本はともだち
　毎週水曜日  午前10時30分～11時
おはなしかい
　毎週土曜日  午前10時30分～11時
　第2日曜日  午前11時～11時30分
民話の寺小屋（民話の語り）
　17日㈰  午前11時～11時30分

●赤坂図書館
ブックんのおはなしかい
　2日㈯  午前11時～11時30分
ちいさなおはなしかい
　13日㈬・27日㈬  午前11時～11時20分

●熊山図書館
なかよしタイム
　7日㈭  午前10時～正午
おはなしのおへや
　16日㈯  午前11時～11時30分

●吉井図書館
おはなしだいすき☆えほんといっしょ
　3日㈰  午後2時～4時
おはなし会
　10日㈰  午後2時～2時30分

Event Calendar 5月
図 書 館 通 信

L I B R A R Y  N E W S

市内図書館の利用案内・開催イベント紹介

中央図書館 
Facebook

利用案内の詳細は
図書館のホームページで

確認できるよ。

「資料搬送サービス」を
ご利用ください

　試行で行っていた「資料搬送サービス」が令和
２年４月から本格実施となりました。資料搬送サー
ビスとは、赤磐市立図書館の資料（図書、DVDな
ど）を図書館以外の市の施設で返却できるサービ
スです。とりあえず返却したい場合などに、お近く
の施設でこのサービスをご利用ください。
■返却できる協力施設
・山陽公民館 （山陽1丁目10）
・高月公民館 （穂崎848-1）
・西山公民館 （西中220-1）
・笹岡公民館 （坂辺9）
・桜が丘いきいき交流センター（桜が丘東5-5-391）
・仁堀出張所（仁堀中1684-1）
■返却可能時間／各施設の開館時間内
■�利用方法／返却したい資料を協力施設に持ち
込み、返却票に利用者カードの番号（または住
所）、氏名などを記入して、施設の職員に渡して
ください。

■対象資料／赤磐市立図書館の資料
　※�県立図書館や他市町村などの図書館の資料

は、返却できません。
■注意事項／返却処理に２～３日程度かかりますの
で、その間、新たな貸し出しや延長、インターネット
予約ができない場合があります。ご注意ください。

Pick Upきらり☆しあたー
『みつばちマーヤの大冒険』（89分）

　みつばちのマーヤは、スズメ
バチの子どもと友だちになるが、
みつばちとスズメバチは縄張り
争いをしていた。騒ぎは、みつば
ちの女王争いを巻き込んで大き
くなり。マーヤはこのピンチを乗り越えることが
できるのか？
■日時／5月16日㈯  午後２時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料　■申し込み／不要

Pick Up

①ひとりでできる 子どもキッチン
▶︎上田 淳子／料理
▶講談社／出版

②１４歳、明日の時間割
▶鈴木 るりか／著
▶小学館／出版

①

②

今 月 の お す す め 本

★�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止や延期、内容
変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。
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■5月のスケジュール （○=プール一般開放） 　�

時間帯
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

山
　
陽

10:00-20:30 ○ ○ 休
館
日

○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○
13:00-20:30 ○ ○ ○
10:00-16:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉
　
井

10:00-12:00

臨 時 休 館
○ ○ ○ ○ ○ ○ 休

館
日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ ○ ○
14:00-16:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18:30-20:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜スポーツ施設利用案内＞ ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開館状況が変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。
山陽ふれあい公園 ■開館時間／午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）　　■問い合わせ先／☎955-4432　

■利用料金／◦ プール…高校生以上400円、中学生以下200円　◦ トレーニングルーム…一般300円、高校生150円

吉 井 B & G
海 洋 セ ン タ ー

■開館時間／午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）　　■問い合わせ先／☎954-2323
■利用料金／◦ プール…高校生以上200円、中学生以下100円　◦ トレーニングルーム…200円

グラウンド・ゴルフ場 ■開館時間（5月）／午前8時30分～午後6時30分〈休業日：月曜日〉　　■問い合わせ先／☎955-6657
■利用料金／◦市内の人…300円／日、10,000円／年　◦市外の人…500円／日、15,000円／年

市内で開催された大会の結果、イベントの参加者募集告知、
全国大会の出場者などをお知らせします。

詳細や不明な点などは左記までお問い合わせください。

S P O R T S  I N F O R M A T I O N

スポーツ大会・イベントの情報教育委員会スポーツ振興課
（中央公民館2階）

☎955-0738／FAX955-1163

※	

大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し
出

に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。
所
属
・
学

年
は
開
催
時
の
も
の
で
す
。︿
敬
称
略
﹀

第
42
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会（
東
京
都
）

◦
桜
が
丘
中
学
校
１
年

　

藤
原
龍
之
介
（
桜
が
丘
東
１
）

第
36
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■ 

日
時
／
５
月
24
日
㈰

■ 

場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■ 

種
目
・
ク
ラ
ス
／
ダ
ブ
ル
ス

（
男
女
各
ク
ラ
ス
）、
シ
ン
グ
ル

ス
（
男
女
）

■ 

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者
（
学

生
は
除
く
）

■
申
込
期
限
／
５
月
13
日
㈬

　

午
後
５
時

■ 

主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
福
田

　

☎（
９
５
５
）５
７
９
７

２
０
２
０
赤
磐
市
体
協・ベ
ア
ー
ズ

テ
ニ
ス
大
会

■ 

日
時
／
６
月
28
日
㈰
（
雨
天
の

場
合
は
７
月
５
日
㈰
）

■ 

場
所
／
熊
山
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

■ 

種
目
／
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
、

男
子
Ｗ
シ
ニ
ア
（
２
人
合
わ
せ

て
１
３
０
歳
～
）

■ 

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者
・

市
内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
所
属
し

て
い
る
人
（
ペ
ア
の
ど
ち
ら
か

一
人
で
も
可
）

■
定
員
／
24
組
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
１
組
２
千
円

■
申
込
期
限
／
６
月
14
日
㈰

■ 

主
催
／
赤
磐
市
テ
ニ
ス
協
会

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
ベ
ア
ー
ズ

　

☎
０
８
０（
６
３
２
９
）７
５
７
２

第
35
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■ 

開
催
日
／
２
月
９
日

■ 

場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
参
加
人
数
／
１
１
７
人

■
結
果

︿
男
子
Ａ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹀

・
優
勝
…
安
藤
・
岡
本
（
き
よ
ま
ろ
ん
）

・
準
優
勝
…
中
永
・
鈴
木
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）

︿
男
子
Ｂ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹀

・
優
勝
…
佐
藤
・
中
村
（
よ
し
み
フ
ァ
ミ
リ
ー

）

・
準
優
勝
…
明
石
・
林
（
レ
ッ
ド
ヤ
ン
ボ
ー
ズ
）

︿
男
女
子
Ｃ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹀

・
優
勝
…
万
波
・
万
波
（
桜
海
）

・
準
優
勝
…
下
山
・
楢
村
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
）

︿
男
女
子
Ｄ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹀

・
優
勝
…
溝
延
・
溝
延
（
桜
海
）

・
準
優
勝
…
万
波
・
堀
（
た
ん
ぽ
ぽ
Ｂ
Ｃ
）

︿
女
子
Ａ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹀

・
優
勝
…
竹
光
・
山
本
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

・
準
優
勝
…
竹
光
・
道
満
（
桜
が
丘
中
）

︿
女
子
Ｂ
級
ダ
ブ
ル
ス
﹀

・
優
勝
…
池
添
・
福
田
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

・
準
優
勝
…
棚
田
・
高
原
（
山
陽
ア
リ
ス
）

︿
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
﹀

・
優
勝
…
奥
村
通
功
（
き
よ
ま
ろ
ん
）

・
準
優
勝
…
白
石　

航
（
き
よ
ま
ろ
ん
）

︿
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
﹀

・
優
勝
…
池
田
龍
侍
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
）

・
準
優
勝
…
太
田
紗
希
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
）

第
６
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

Ｓ
Ｗ
Ｆ
吹
矢
大
会

■ 

開
催
日
／
２
月
22
日

■ 

場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
参
加
人
数
／
27
人

■
結
果

・	

優
勝
…
内
田
宏
子
（
桜
が
丘
東
６
）

・
準
優
勝
…
平
井
達
良
（
桜
が
丘
西
２
）

結　
果

全
国
大
会
出
場

募　
集

東京２０２０オリンピック・
パラリンピック大会のご案内

　東京2020オリンピック大会
は、2021年７月23日から８月８日
まで、パラリンピック大会は、８月
24日から９月５日までと発表され
ました。
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参加を希望される人は事前に申し込みが必要です。スイミング・体操以外は都度利用（予約不要）で参加できます。

山陽ふれあい公園 ～5月から参加できる運動教室参加者募集～ ｜ ☎955-4432

教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

大
人
向
け

ＳＬＯＷピラティス① 火 9:10～ 9:55 １５人
呼吸を意識して姿勢改善し、からだのゆがみを矯正します。

ＳＬＯＷピラティス② 火 10:05～10:50 １５人
脂肪燃焼エクササイズ 火 11:10～12:00 １５人 有酸素運動と筋コンディションで脂肪燃焼。
元気はつらつトレーニング 水 9:30～10：30 １５人 高齢者向け。健康維持を目的とした体操をします。
かんたん筋調整ヨガ 水 10:45～11:45 １５人 柔軟性・筋力を高め、バランスのよい身体に導きます。
ヨガ（エクササイズ） 水 13:45～14:45 １５人 エクササイズ重視。呼吸に合わせた動作でしっかり動きます。
はじめてエアロ 木 10:00～10:40 １５人 簡単なステップを中心にシェイプアップ。
太極拳入門 木 14:15～15:15 10人 太極拳の基本的な動きを習得します。
◯新元気はつらつトレーニング 金 9:15～10:15 １５人 高齢者初心者向け。健康維持を目的とした体操をします。
ヨガ（リフレッシュ） 金 18:45～19:45 15人 体幹を引き締める効果もある教室です。
ヨガ瞑想 土 9:15～10:15 １５人 運動・呼吸・瞑想・香りの効果でリラックス。
硬式テニススクール（一般） 土 19:00～20:30 １０人 16歳以上のテニスをやったことのある方にお勧めです。
アクアウォーキング 水 13:15～13:45 １５人 腰やひざに負担なく楽しく歩きます。
はじめてクロール 水 14:30～15:00 １０人 クロールをマスターしたい人にお勧めです。
アクアビクス　 金 10:15～10:45 １５人 プールの中で音楽に合わせて楽しく動きます。

子
ど
も
向
け

子どもリトミック（0歳～3歳） 金 10:30～11:30 １０人 音楽を楽しみながら、情操を養います。
カワイ体操教室（年小） 金 15:３0～16:３0 ３０人

マット運動や跳び箱で基礎的な運動能力を身につけます。カワイ体操教室（年中～年長） 金 16:30～17:30 ３０人
カワイ体操教室（小学生） 金 17:30～18:30 ３０人
硬式テニススクール①（キッズ） 土 13:００～14:00 １０人 ５歳～８歳の人対象です。７月～９月は午前レッスンです。
硬式テニススクール②（ジュニア） 土 14:30～15:30 １２人 ８歳～１５歳の人対象です。７月～９月は午前レッスンです。
幼児クラス（３歳～未就学児） 火・水・木 15:30～16:30 各曜日２５人 水慣れから顔付け・バタ足・クロールを習得します。
児童クラス①（小学生） 火・水・木 16:30～17:30 各曜日40人 バタ足からクロール・背泳ぎを習得します。
児童クラス②（小学生） 火・水・木 17:30～18:30 各曜日40人 クロール・平泳ぎが泳げる人対象。平泳ぎ・バタフライを習得します。

　　　※背景水色はプール教室　※教室の日程・内容などは都合により変更することがあります。

初めての人でも気軽に参加できます。自然あふれる吉井B&G海洋センターで、一緒に楽しくからだを動かしてみませんか。

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター ～スポーツ教室参加者募集～ ｜ ☎954-2323

各スポーツ施設で開催している教室などをピックアップしてご紹介します。
この他にもたくさんの教室があります。
下記の各施設連絡先までお気軽にお問い合わせください。

S P O R T S  I N F O R M A T I O N

スポーツ教室・講座の紹介

教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

大
人
向
け

太極拳 第2・4火 １９：３０～２０：５０ 20人 太極拳の型を重視し、筋力の柔軟性、身体バランスを養います。
水中ウォーキング 火・土 11：00～11：50 20人 水中を歩くことで、筋力・体力向上、引き締め効果が期待できます。
ウォーターエクササイズ 第1・3木 14：10～14：40 20人 水の抵抗や浮力を利用し、筋力トレーニング、ストレッチをします。
らくらく体操　　　 第1・3木 １３：２０～１４：００ 20人 肩こり、腰痛等の改善・予防につながるストレッチ等を行います。
ヨガ 木 ２０：００～２０：５０ 20人 ヨガの正しいポーズや呼吸で、身体の調整を図ります。
ズンバ・Ｂ.コンディション 金 １９：３０～２０：５０ 20人 ラテンの音楽に合わせダンスするエクササイズです。

子
ど
も
向
け

水泳教室1・2年生 水 18：３０～19：2０ 20人 子どものレベルに合わせながら、正しい泳ぎが身につきます。
水泳教室3・４年生 金 18：３０～19：2０ 20人 泳力に合わせ練習し、正しい泳法を身につけ25㍍泳げることを目指します。
水泳教室5・6年生、中学生 水・金 19：3０～２０：2０ 20人 泳力に合わせグループ分けし、タイムアップを目指します。
みずなれ教室（4.5歳児） 土 １0：1０～１0：５０ 10人 水に慣れることから始め、楽しく遊びながら顔付けができるようになります。

　　※背景水色はプール教室　※教室の日程・内容などは都合により変更することがあります。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、教室・講座が休講となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。
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あかいわ健康・急病
相 談 ダ イ ヤ ル

 経験豊富な看護師・保健師などが健康に
関する相談に、24時間年中無休で、きめ
細かくアドバイスします。
※ プライバシーは厳守されるシステムになってい

ますので、安心してご相談ください。
※ 携帯電話、PHSからの通話は可能ですが、非通

知設定の電話、公衆電話からの相談は受けるこ
とができませんのでご注意ください。

●この電話健康相談に関する問い合わせ先
　本庁健康増進課 ☎955-1117

●5月の休日当番医 （窓口受付 9:00〜17:00）
3日㈰ 小坂内科医院 ☎955-3344

吉井外科内科クリニック ☎086-952-3331

4日㈪ 森クリニック ☎954-4747
山本クリニック ☎955-8868

5日㈫ 桜が丘クリニック ☎955-8025
那須眼科 ☎955-8980

6日㈬ 戸川クリニック ☎957-3057
マスカット整形外科 ☎086-229-2611

10日㈰ こどもクリニックえくぼ ☎086-952-1515
こしむね瀬戸クリニック ☎086-952-5330

17日㈰ こやま小児科 ☎958-5056
越宗医院 ☎957-3035

24日㈰ 熊山診療所 ☎995-1251
ますだ眼科クリニック ☎958-5558

31日㈰ あまの耳鼻咽喉科医院 ☎955-8191
近藤内科 ☎086-953-1610

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については4月 1日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。
<問い合わせ先> 本庁健康増進課 ☎955-1117

おたがいの 存在みとめ 大切に

感情を 一度おさえて あおりなし

今 月 の 標 語
人権啓発

交　通

０
（ フ リ ー ダ イ ヤ ル ）

１２０-１
い い わ

１８-３
み よ う よ

８４

●赤磐市の人口 （2020年4月1日現在）

人　口 44,057 人 （ －83 ）
男　性 21,186 人 （ －52 ）
女　性 22,871 人 （ －31 ）
世帯数 18,543 世帯 （ ＋27 ）

　※（　）は3月1日との差

●2020年3月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は2020年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 1
（3）

0
（1）

0
（0）

1
（6）

2
（10）

0
（11）

42
（141）

13
（37）

9
（40）

64
（229）

東出
張所

0
（0）

0
（0）

0
（0）

3
（4）

3
（4）

1
（8）

15
（81）

3
（16）

5
（12）

24
（117）

北出
張所

0
（1）

1
（1）

0
（0）

0
（0）

1
（2）

2
（2）

4
（32）

4
（12）

2
（6）

12
（52）

計 1
（4）

1
（2）

0
（0）

4
（10）

6
（16）

3
（21）

61
（254）

20
（65）

16
（58）

100
（398）

●2020年3月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉 （赤磐警察署調べ）
総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数

2020年3月中 78 4 0 1 4 74 
2019年3月中 76 5 0 0 5 71 
増 減 2 -1 0 1 -1 3 
2020年3月末 223 14 0 2 15 193 
2019年3月末 241 21 1 3 18 198 
増 減 -18 -7 -1 -1 -3 -5 

●今月の相談 （相談は無料で秘密は堅く守られます）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

無料法律 ※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　奥田 哲也 ・ 三好　英宏

5月8日㈮
午後1時～4時

桜が丘いきいき
交流センター
講座室

本庁協働推進課
☎955-1114

巡回無料法律 ※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　畑佐　幸範

5月19日㈫
午前10時～午後3時

吉井会館            
視聴覚資料室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

なやみごと（人権）
　相談員…人権擁護委員

行政
　相談員…行政相談委員

5月13日㈬
午後1時～4時

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
☎955-1114

5月14日㈭
午後1時～3時

吉井会館            
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

●5月の税を期限内に納めましょう
固 定 資 産 税 1 期
軽 自 動 車 税 全期

※期限は6月1日まで

LIFECALENDAR
ライフ・カレンダー
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●5月の健診・定期救急講習など
1 金

2 土 ㊡桜が丘出張所

3 日 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘出張所

4 月 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘出張所

5 火 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘出張所

6 水 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

7 木

8 金 ★犯罪ゼロの日

9 土 ㊡桜が丘出張所

10 日 ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 月 ㊡山陽郷土資料館

12 火 1歳6か月児健康診査

13 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

14 木

15 金

16 土 ㊡桜が丘出張所

17 日

18 月 ㊡山陽郷土資料館

19 火 3歳児健康診査

20 水
★交通事故・交通違反ゼロの日
㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

21 木

22 金

23 土 ㊡桜が丘出張所

24 日 定期救急講習（消防署東出張所会議室） 9:00～12：00

25 月
★交通安全日
㊡山陽郷土資料館

26 火

27 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

28 木 乳児健康診査

29 金

30 土
★交通事故・交通違反ゼロの日
㊡桜が丘出張所

31 日

●乳幼児健康診査・育児相談の日程
＜乳幼児健診＞
持ち物は対象者へ送付する「健診のご案内」をご確認ください。
▶場所…山陽保健センター ▶受付時間…12：45～13：15

健診・受診日 対　象　者
乳児健康診査
5月28日㈭ 令和2年1月生まれ

1歳6か月児健康診査
5月12日㈫ 平成30年10月生まれ

2歳6か月児歯科健診 中止

3歳児健康診査
5月19日㈫

平成28年10月23日
～11月30日生まれ

<育児相談＞
現在、見合わせています。
◦電話での個別相談は実施しています。
◦体重測定希望の場合は、必ず事前に電話でご連絡ください。

■次回健診などの日程
・乳児健康診査……………6月25日㈭、7月30日㈭
・ 1歳6か月児健康診査……6月2日㈫、7月14日㈫
・2歳6か月児歯科健診……6月10日㈬、7月8日㈬
・3歳児健康診査……………6月18日㈭、7月17日㈮

　令和２年度の健診日程・対象などについては、市
ホームページでご確認いただけます。
　また、令和２年度の子どものけんこうカレンダーは、
本庁健康増進課または各支所市民生活課にあります
ので、ご利用ください。
※�新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、

日程が変更になる場合があります。その際には、あ
らためて連絡します。ご了承ください。

●�一般向け電話相談窓口（ご自身の症状に不安が
ある場合など、一般的なお問い合わせ）

＜新型コロナウイルス感染症電話相談窓口＞
　☎０８６-２２６-７８７７

平　日…午前９時～午後９時
土日祝…午前９時～午後５時

●�帰国者・接触者相談センター（気になる症状が
ある場合）

＜備前保健所東備支所＞

☎０８６９-９２-５１８０
２４時間対応

�※�平日午後５時～翌日午前９時、土日祝日は留守番
電話につながりますので、応答メッセージに従っ
てください。

新型コロナウイルス感染症に関する最新の情報は、
厚生労働省・岡山県ホームページをご覧ください。

新型コロナウイルスの電話相談窓口

LIFECALENDAR
ライフ・カレンダー
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公 民 館 講 座 のご案 内

思
い
出
作
り
ア
ー
ト
教
室
②

　

べ
ん
が
ら
染
め
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。「
板
締
め
絞
り
」
と
い

う
染
め
方
を
体
験
し
ま
す
。

■�

日
時
／
５
日
21
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■�

講
師
／
越
宗
晶
代
さ
ん

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
10
人

■�

参
加
費
／
６
０
０
円

■�

持
ち
物
／
染
め
た
い
衣
類
な
ど

■�

申
込
開
始
日
／
５
月
７
日
㈭

　　
美
わ
く
わ
く
カ
レ
ッ
ジ（
全
２
回
）

　

今
年
は
、「
香
り
」
と
「
癒
し
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

▼	

第
１
回
「
家
庭
で
で
き
る
簡
単

美
活
セ
ル
フ
ケ
ア
」（
ア
ロ
マ

テ
ラ
ピ
ー
編
）

　

ア
ロ
マ
の
香
り
に
包
ま
れ
な

が
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
な
が
ら
ハ
ン
ド
ケ
ア
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

■�

日
時
／
５
月
21
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

■�

持
ち
物
／
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具

▼	

第
２
回
「
家
庭
で
で
き
る
簡
単

美
活
セ
ル
フ
ケ
ア
」（
ハ
ー
ブ
編
）

　

庭
の
ハ
ー
ブ
で
で
き
る
ハ
ー

ブ
を
使
っ
た
バ
ス
ソ
ル
ト
作
り

や
、
美
味
し
い
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の

入
れ
方
を
学
び
ま
す
。

■�

日
時
／
６
月
４
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

■�

持
ち
物
／
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
大

き
め
の
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

■�

講
師
／
大
谷
見
矢
子
さ
ん
（
か

お
り
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

■�

対
象
／
一
般　

■�

定
員
／
20
人	

■�

参
加
費
／
５
０
０
円
（
材
料
費

含
む
）

■�

申
込
開
始
日
／
各
回
４
月
27

日
㈪

赤
磐
八
十
八
ヶ
所

歴
史
巡
り
シ
リ
ー
ズ
①　

　

赤
磐
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
。

■�

日
時
／
５
月
27
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
頃

■�

場
所
／
上
仁
保
地
域
周
辺
（
山

陽
公
民
館
集
合
）

■�

講
師
／
高
畑
富
子
さ
ん
（
赤
磐

市
文
化
財
保
護
委
員
）

■�

定
員
／
25
人

■�

対
象
／
一
般

■�

参
加
費
／
２
０
０
円

■�

持
ち
物
／
タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲

み
物

※	

動
き
や
す
い
服
装
、
歩
き
や
す

い
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
開
始
日
／
５
月
７
日
㈭

は
が
き
絵
体
験
教
室

　

城
山
公
園
（
吉
井
地
域
）
と
普

門
院
（
赤
坂
地
域
）
で
ス
ケ
ッ
チ

を
し
ま
す
。

■�

日
時
／
６
月
１
日
㈪

　

	

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
午
前

９
時
に
高
月
公
民
館
集
合
）

■�

講
師
／
三
村
勉
さ
ん

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
20
人

■�

参
加
費
／
２
０
０
円

■�

持
ち
物
／
昼
食
、
飲
み
物
、
ス

ケ
ッ
チ
画
材

■�

申
込
開
始
日
／
５
月
１
日
㈮

自
然
観
察
講
座

　

赤
磐
市
の
竜
天
エ
リ
ア
（
金
勢

寺
～
竜
天
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

～
高
福
寺
）
を
散
策
し
ま
す
。

※
雨
天
中
止

■�

日
時
／
５
月
29
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

■�

講
師
／
山
田
勝
さ
ん

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
20
人

■�

参
加
費
／
５
０
０
円

■�

申
込
日
／
５
月
16
日
㈯
午
前

９
時
～
９
時
15
分
ま
で
窓
口

で
受
付

※	

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
午

前
９
時
15
分
よ
り
抽
選

■各公民館の住所・問い合わせ先
　○中央公民館 （下市337／☎955-0069）
　○西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）
　○赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211）
　○熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

○高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）
○山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）
○笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214）
○吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

※講座の受け付けは、各館とも午前9時からです。（電話での申し込み可） ※定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
※この公民館情報は、市ホームページ（http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html）でもご覧いただけます。

西
山
公
民
館

高
月
公
民
館

山
陽
公
民
館

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
や
延
期
、
内
容
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
各
公
民
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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■�

持
ち
物
／
使
い
慣
れ
た
カ
メ

ラ
ま
た
は
ビ
デ
オ
、
充
電
器
、

防
寒
具

■�

申
し
込
み
／
受
付
中
（
土
日
は

天
文
台
へ
☎
９
５
８︲

２
３
２
１
）

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
講
座

「
ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
体
験
編
」

　
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
っ
て
な
に
？

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
よ
り
も
大
画

面
で
パ
ソ
コ
ン
よ
り
も
手
軽
。
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
活
用
で
き
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ら
で
は
の
魅
力

を
体
験
し
ま
し
ょ
う
！

■�

日
時
／
５
月
19
日
㈫

　

午
後
３
時
30
分
～
５
時

■�

場
所
／
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
吉
井	

２
階
視
聴
覚
室

■�

講
師
／
携
帯
電
話
会
社
社
員

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
15
人
程
度

■�

参
加
費
／
無
料

■�
持
ち
物
／
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
お
持

ち
で
な
い
場
合
は
、
お
貸
し
し

ま
す
）

■�

申
し
込
み
／
受
付
中

　
ド
キ
ド
キ
講
座

「
奥
吉
原
林
道
／
自
然
観
察
会
」

～
山
野
の
鳥
～

　

｢

奥
吉
原
林
道｣
を
散
策
し
、鳥

を
見
つ
け
て
観
察
し
よ
う
！

■�

日
時
／
５
月
16
日
㈯

　

午
前
９
時
～
11
時

■�

集
合
場
所
／
奥
吉
原
新
池
西

側
（
山
陽
自
動
車
道
千
躰
ト
ン

ネ
ル
上
部
南
側
）

■�

対
象
／
幼
児
・
小
学
生
（
保
護

者
同
伴
）
～
一
般

■�

参
加
費
／
無
料

■�

持
ち
物
／
帽
子
、
双
眼
鏡
（
あ

れ
ば
）

※	

自
然
観
察
で
き
る
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■�

申
し
込
み
／
受
付
中

無
料
観
望
会（
竜
天
天
文
台
）

　

西
の
空
高
く
輝
く
金
星
や
、
半

月
、
お
と
め
座
の
ス
ピ
カ
な
ど
を

望
遠
鏡
で
観
察
し
ま
す
。

※
雨
天
・
曇
天
中
止

■�

日
時
／
５
月
２
日
㈯

　

午
後
７
時
～
10
時

■�

場
所
／
竜
天
天
文
台
公
園

■�

対
象
／
一
般　
　

■�

参
加
費
／
無
料　

■�

持
ち
物
／
防
寒
具

■�

申
し
込
み
／
不
要

天
文
教
室（
竜
天
天
文
台
）

「
ク
レ
ー
タ
ー
撮
影
会
」

　

望
遠
鏡
を
通
し
て
、
カ
メ
ラ

（
ビ
デ
オ
可
）
で
月
の
ク
レ
ー

タ
ー
を
撮
影
し
ま
し
ょ
う
。
初
め

て
の
人
で
も
ス
タ
ッ
フ
が
ご
案

内
し
ま
す
。

※
雨
天
・
曇
天
中
止

■�

日
時
／
５
月
31
日
㈰

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

■�

場
所
／
竜
天
天
文
台
公
園

■�

対
象
／
一
般

■�

参
加
費
／
小
学
生
以
上
１
０

０
円

公 民 館 講 座 のご案 内

熊
山
公
民
館

吉
井
公
民
館

〜中高生が主役！赤磐市を若者の力で元気にしよう〜

『中高生の地域活性化事業』
　公民館では、地域が抱える課題を若者の知恵と行動力により解決するため、
赤磐市の活性化の役に立ちたいという意欲ある中高生のボランティアを募集します。
■対象／市内の中学生、市内在住の中学生および高校生
■内容／①公民館まつりなど地域のイベントに参画して元気にしよう
　　　　②地域住民とのコミュニケーションを図り、地域の課題を調査しよう
　　　　③地域が抱える課題を解決し、活性化を図ろう
■活動時期／7月～令和3年3月（※試験中、試験直前の活動参加はできません）
■�活動場所／お住まいの地域（山陽、赤坂、熊山、吉井）での活動が中心となります。
　希望により他の地域への応援活動もできます。
■�申込方法／所定の申込用紙により、お住いの地域の公民館へお申し込みください。申込用紙は、各公
民館窓口および市内公立中学校にあります。

■申込期限／5月29日㈮（※これ以降も随時受け付けます）
■問い合わせ・申し込み先／◦山陽地域…中央公民館　◦赤坂地域…赤坂公民館

◦熊山地域…熊山公民館　◦吉井地域…吉井公民館
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●4月  部長・課長・園長級職員異動 （ ■は部長級 ）
部　名 課　名 職　　　名 氏　名 前　　職

監査事務局 事務局長 原田　幸子 保健福祉部　子育て支援課　副参事
財 務 部 税 務 課 課長 光田　尚人 熊山支所　産業建設課　課長

産業振興部

政策監（農業戦略担当）　兼
建設事業部 政策監（地域整備推進担当） 中山　教浩 農林水産省から派遣

部長 是松　　誠
吉井支所　支所長　兼
市民生活課　課長事務取扱　兼
仁堀出張所　所長事務取扱

建設事業部 上 下 水 道 課 課長 塩見　真康 産業振興部　農林課　副参事

会 計 課 会計管理者　兼
会計課 課長事務取扱 中永　光一 会計課　課長

赤 坂 支 所 産 業 建 設 課 課長 石井　　徹 総務部　総務課付　参事　総社市へ派遣　
熊 山 支 所 産 業 建 設 課 課長 砂子　武久 吉井支所　市民生活課　副参事

吉 井 支 所
支所長　兼
市民生活課 課長事務取扱　兼
仁堀出張所 所長事務取扱

遠藤　健一 財務部　税務課　課長

教育委員会

教育次長 有馬　唯常 産業振興部　部長

社 会 教 育 課

課長　兼
スポーツ振興課 課長　兼
青少年育成センター 所長　兼
郷土資料館 館長

西﨑　雅彦 総合政策部　秘書広報課　副参事

中 央 公 民 館 参事 久山　勝美 教育委員会　学校教育課　参事

中 央 図 書 館
館長 森本　一也 赤坂支所　産業建設課　課長
参事 安本　典生 財務部　税務課　参事

中央学校給食センター 所長 矢部　　寿 教育委員会　中央図書館　館長

山 陽 幼 稚 園 園長　兼
山陽西幼稚園 園長 小野　美樹 教育委員会　山陽幼稚園　園長

桜が丘幼稚園 園長 伊永　智美 教育委員会　桜が丘幼稚園　園長補佐

消 防 本 部 通 信 指 令 室 室長 納所　浩典 消防署　署長　兼
消防本部　通信指令室　室長

消　防　署 署長　兼
消防本部 警防課 課長 野波　勝義 消防本部　警防課　課長

市
役
所
の

人
事
異
動

広報あかいわ（令和2年5月号）24



旧　　　職 氏　名
教育委員会 教育次長 末本　勝則

教育委員会 社会教育課 課長 土井　道夫

教育委員会 山陽西幼稚園 園長 岡﨑　泰子

教育委員会 桜が丘幼稚園 園長 安東　和美

財務部 財政課 副参事 竹原　和恵

財務部 桜が丘いきいき交流センター 所長　兼
市民生活部 市民課 副参事　兼
市民生活部 市民課桜が丘出張所 所長

実盛　孝典

財務部 税務課 副参事 小竿　治子

建設事業部 建設課 副参事 竹下　　充

教育委員会 学校教育課 副参事〈岡山県へ帰任〉 原田　敏和

教育委員会 熊山公民館 館長　兼
教育委員会 熊山図書館 館長　兼
教育委員会 熊山分室 分室長

西田　英二

市民生活部 市民課 主幹 船越　恵子

保健福祉部 健康増進課 主幹 内田　雅子

建設事業部 上下水道課 主幹 上森　由恵

吉井支所 産業建設課 主幹 高倉　憲彦

消防署 東出張所 係長 原　　孝之

保健福祉部 健康増進課 主査 槇　めぐみ

●退職・退任者職員
旧　　　職 氏　名

建設事業部 上下水道課 主査 神本　雅明

教育委員会 中央学校給食センター 主査 森川　康彦

総務部 総務課付 主任〈外務省に派遣〉 赤木　和也

市民生活部 環境課 主事〈農林水産省に派遣〉 森山　友裕

保健福祉部 社会福祉課 主事〈農林水産省に派遣〉 小西　弘之

市民生活部 環境課 赤磐市環境センター 技術所長 久山　崇文

教育委員会 東学校給食センター 主査技術員 後藤　晴康

教育委員会 中央学校給食センター 主任調理員 枝光　憲子

教育委員会 中央学校給食センター 主任調理員 本徳　京子

教育委員会 東学校給食センター 主任調理員 大森由美子

教育委員会 山陽北小学校 校務員 岡本　文子

市民生活部 協働推進課 主事〈再任用〉 青井　陽子

赤坂支所 市民生活課 主事〈再任用〉 黒田　靖之

熊山支所 市民生活課 主事〈再任用〉 中川　靖朗

熊山支所 産業建設課 主事〈再任用〉 小坂　孝男

教育委員会 教育総務課 主事〈再任用〉 中務　敦彦

教育委員会 社会教育課 主事〈再任用〉 遠藤　正明

教育委員会 中央図書館 主事〈再任用〉 栗原　雅之

教育委員会 山陽幼稚園 教諭〈再任用〉 竹浪眞喜子

消防本部 消防総務課 主事〈再任用〉 岡崎　恵子

所　属　・　職　名 氏   名

産業振興部　政策監（農業戦略担当）　兼
建設事業部　政策監（地域整備推進担当）

〈農林水産省から派遣〉
中山　教浩

総合政策部 政策推進課 主事補 馬場　郁伽

総合政策部 政策推進課 主事補 大森　　昴

総務部 総務課 主事補 杉本　祐紀

財務部 管財課 主事補 山本　　颯

財務部 税務課 主事補 新谷　麗加

財務部 税務課 主事補 菅野　真生

財務部 税務課 主事補 安達さやか

市民生活部 市民課 主事補 片山　栞里

市民生活部 市民課 主事補 大森史保子

市民生活部 協働推進課 主事補 吉田　拓人

市民生活部 環境課 主事補 田淵　心菜

保健福祉部 社会福祉課 主事補 小澤　仁美

保健福祉部 介護保険課 主事補 森分　亜生

建設事業部 建設課 主事補 角南　穂花

建設事業部 上下水道課 主事補 野山　慎介

会計課 主事補　 武元　優月

教育委員会 教育総務課 主事補　 西島　泰希

教育委員会 社会教育課 主事補　 遠藤　百夏

教育委員会 スポーツ振興課 主事　 ヒューイット
蘭奈

●新規採用職員
所　属　・　職　名 氏   名

教育委員会 スポーツ振興課 主事補　兼
社会教育課 主事補 山本　海斗

保健福祉部 健康増進課 保健師 片山　友里

保健福祉部 健康増進課 保健師 江草　茜音

保健福祉部 健康増進課 栄養士 佐々木　萌

保健福祉部 赤坂ひまわりこども園 保育士　 川田　百恵

保健福祉部 黒本保育園 保育士 藤田　佳世

保健福祉部 仁美保育園 保育士　 中原　愛梨

保健福祉部 子育て支援課付 保育士　併任
教育委員会 山陽北幼稚園 教諭　 平野　沙知

保健福祉部 子育て支援課付 保育士　併任
教育委員会 ひかり幼稚園 教諭　 日名奈緒実

保健福祉部 子育て支援課付 保育士　併任
教育委員会 いわなし幼稚園 教諭 矢部　巧麻

保健福祉部 子育て支援課付 保育士　併任
教育委員会 桜が丘幼稚園 教諭　 山崎　鈴佳

保健福祉部 熊山診療所 理学療法士 丸山　大輔

市民生活部 環境課 赤磐市環境センター 技術員〈再任用〉 久山　崇文

教育委員会 中央学校給食センター 主事〈再任用〉 森川　康彦

教育委員会 中央学校給食センター 調理員〈再任用〉 枝光　憲子

教育委員会 中央学校給食センター 調理員〈再任用〉 本徳　京子

教育委員会 東学校給食センター 調理員〈再任用〉 大森由美子

教育委員会 軽部小学校 校務員〈再任用〉 岡本　文子

消防本部 消防総務課 主事〈再任用〉 原　　孝之
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市職員給与・定員管理  の状況 市職員の給与は､給与条例などの審議を通じ､また予算書や決算
書において公表していますが､市民の皆さんに､より一層のご理
解をいただくため､その状況についてお知らせします。

■問い合わせ先／本庁総務課 ☎955-4782

④特殊勤務手当（平成31年4月1日現在）
区　　　　　　分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成30年度） 18.8㌫

支給対象職員１人当たり平均支給年額
（平成30年度決算） 186千円

手当の種類（手当数） 7

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

防疫等作業手当 防疫作業従事職員 感染症の防疫業務

ご み 処 理 手 当 ごみ処理作業従事職員 ごみの処理業務

医師及び薬剤師
業 務 手 当 医師・薬剤師 医師の業務

薬剤師の業務

訪問看護ステーション
業 務 手 当

訪問看護ステーション
勤務職員

自宅などで
待機する場合

出 動 手 当 消防職員 救急救助、火災など
への出動業務

夜間通信勤務手当 消防職員 夜間の通信業務

高 所 作 業 手 当 消防職員 高所での訓練、
消防活動業務

⑤その他（平成31年4月1日現在）

扶養手当

区　　分 月　　額

配偶者 6,500円

子 10,000円

父母等 6,500円

満16歳の年度
初めから満22歳の
年度末までの子

1人につき
5,000円加算

住居手当
借家（月額12,000円を超える家賃を

支払っている場合、家賃の月額により）
支給限度額月額27,000円

通勤手当

交通機関
利用職員

定期代の月額
（支給単位期間に基づく）

支給限度額 55,000円

交通用具
利用職員

通勤距離区分により支給
（月額2,400円～31,600円）

9） 特別職の報酬などの状況（平成31年4月1日現在）

区　　分 給料・報酬月額
※期末手当支給割合

6月期 12月期 計

給  

料

市　長 890,000円 1.425
月分

1.525
月分

2.95
月分副市長 700,000円

報  
酬

議　長 455,000円
1.6

月分
1.75
月分

3.35
月分副議長 380,000円

議　員 350,000円

※実支給割合は､市長､副市長の場合､上記率に140/100を、議長､副
　議長､議員の場合、115/100を乗じて得た割合となります｡

10） 定員〔部門別職員数〕の状況（各年4月1日現在）

区　　分
職員数（人） 対前年

増減数 主な増減理由平成
31年

平成
30年

一
　
般
　
行
　
政

議　会 5 5

総　務 85 93 △8
機構改革、退職者不補充
及び再任用短時間勤務職
員配置による各部門の減

税　務 17 18 △1 機構改革による税務部門の減
民　生 57 60 △3 機構改革による民政一般部門の減
衛　生 36 36
労　働

農　水 20 21 △1 退職者不補充による農業
一般部門の減

商　工 12 12

土　木 18 24 △6 退職者不補充及び業務
見直しによる各部門の減

小　計 250 269 △19

教　　　育 81 82 △1

業務見直しによる公民館部門の
減、教育一般、社会教育一般、
給食センター部門への再任用短
時間勤務職員の配置による減
職員充実による幼稚園部門の
増、新たな班創設による増

消　　　防 80 79 1 消防職員の充実による増

公
営
企
業
等

病　院 26 27 △1 診療所業務見直しによる減
水　道 8 8
下水道 7 8 △1 異動による欠員不補充
その他 31 31
小　計 72 74 △2

合　　　計 483 504 △21
※職員とは､一般職の職員をいい休職者･派遣職員を含み臨時･非常
　勤職員を除きます。
※職種等の計上方法が異なるため、他表の職員数と差を生じる場合が
　あります。
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市職員給与・定員管理  の状況
7） 一般行政職の職務分類別職員数の状況（平成31年4月1日現在）

主な職務内容 主事補 主　事 係　長 主　幹

行政職給料表
（一） 1級 2級 3級 4級

職員数 17人 27人 78人 49人

構成比 7.2㌫ 11.5㌫ 33.2㌫ 20.9㌫

主な職務内容 課長補佐 課　長 部　長
計行政職給料表

（一） 5級 6級 7級

職員数 22人 30人 12人 235人

構成比 9.4㌫ 12.8㌫ 5.1㌫ 100.0㌫

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと合計が一致しない場合があります。

8） 職員手当
①期末･勤勉手当（平成31年4月1日現在）

支　　　給　　　割　　　合

区　　　分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.300月分 0.925月分

12月期 1.300月分 0.975月分

計 2.60月分 1.90月分

制度上の段階、職務の級などによる加算措置 有

※赤磐市職員の給与に関する条例の改正後の数値です。

②時間外勤務手当（平成30年度決算）

支 　 　 給 　 　 総 　 　 額 110,160千円

職員１人当たり平均支給年額 345千円

③退職手当（平成31年4月１日現在）

区　　　分 自己都合 勧奨･定年

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分

１人当たり平均支給額（平成30年度） 12,584千円

1） 人件費の状況（平成30年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B/A）

〈参考〉
平成29年度の
人件費率

（平成31年1月1日）

44,303人
千円

19,915,278
千円

3,602,220 18.1㌫ 19.5㌫

※人件費には、議員、首長などの報酬、給料などが含まれています。

2） 職員給与費の状況（平成30年度普通会計決算）

職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 １人当たり
給与費

（B/A）給　料 職員手当
（期末・勤勉除）

期末･勤勉
手当 計（B）

430人 千円
1,581,814

千円

300,028
千円

631,072
千円

2,512,914
千円

5,844
※職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などです。

3） 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成31年4月1日現在）
区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
赤磐市 323,061円 43.3歳

国 329,433円 43.4歳

4） 職員の初任給の状況（平成31年4月1日現在）
区　　　分 赤磐市 国

一般行政職
大学卒 182,200円 182,200円

高校卒 150,600円 150,600円
※赤磐市職員の給与に関する条例の改正後の額です。

5） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成31年4月1日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 249,087円 − 327,300円

高校卒 − − −

6） 一般行政職の給与水準の状況（平成31年4月1日現在）

ラスパイレス指数 96.1

※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方
公務員の給与水準を示す指数です。
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　３月１日、中央公民館でFM中継局の完成を記念して特別番組「はじまるよ！レディオモモあかい
わ」公開生放送を開催し、当日は市内外から約150人が来場されました。
　中継局の完成で、従来放送を聴くことができなかった赤磐市内で、㈱岡山シティエフエムの
FM79.0MHzの放送を聴くことが可能
となりました。なお、災害時には㈱岡山
シティエフエムが行う通常の放送に赤
磐市が割り込み、避難勧告や避難所の
開設情報など防災情報をお伝えします。
　また、災害時に㈱岡山シティエフエム
の特別編成番組で赤磐市の情報はもち
ろん、近隣市町の被害状況や公共交通
機関の運行状況など、きめ細かな情報
をお知らせします。

■問い合わせ先／本庁くらし安全課

コミュニティＦＭ中継局の開局を
記念して公開生放送

　

３
月
15
日
、赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園

で
、第
15
回
赤
磐
市
消
防
操
法
訓
練
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
を
図
る
た
め
、規
模
を
縮
小
し
、小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
の
み
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
が
、大
会
に
は
山
陽
、赤
坂
、

熊
山
、吉
井
の
各
方
面
隊
か
ら
選
抜
さ

れ
た
14
チ
ー
ム
が
出
場
し
、日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
、優
勝
し

た
吉
井
方
面
隊
第
３
分
団
が
、７
月
５

日
㈰
に
岡
山
県
消
防
学
校
で
開
催
さ

れ
る
第
67
回
岡
山
県
消
防
操
法
大
会

へ
赤
磐
市
消
防
団
の
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

第
15
回
赤
磐
市
消
防
操
法
訓
練
大
会

Pick Up Topics

■
大
会
結
果

〈
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
〉

・�
優　

勝
…
吉
井
方
面
隊
第
３
分
団

（
佐
伯
北
地
区
）

・�

準
優
勝
…
吉
井
方
面
隊
第
１
分
団

第
１
部（
周
匝
地
区
）

・�

３　

位
…
吉
井
方
面
隊
第
２
分
団

（
山
方
地
区
）

◎
最
優
秀
番
員

・�

指
揮
者
…
火
野
口
賢
吾（
吉
井
方
面

隊
第
３
分
団
）

・�

１
番
員
…
竒
峯　

行
博（
吉
井
方
面

隊
第
１
分
団
第
１
部
）

・�

２
番
員
…
樋
口　

雄
貴（
吉
井
方
面

隊
第
３
分
団
）

・�

３
番
員
…
山
下　

晃
正（
吉
井
方
面

隊
第
１
分
団
第
１
部
）

〈
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
〉 

中
止
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　お住まいの地域でこんな声がありませんか？

　○�市民バスが走っていることは知っているけれど、何時に走っているのかよく分からない…
　○�最近、高齢者の事故が増えてきたし、そろそろ免許証を返納しないといけないかも…

　そこで、赤磐市では「市民バス乗り方教室」を実施します。お住まいの地域にあるバスの乗り方を
一緒に学びましょう。

　◦�ご自分のお住まいの地域を通っているバスの行き先や運行時間帯を確認します。
　・�市民バスの利用に事前の登録が必要な地域（吉井地域）では登録票の書き方を確認します。
　・�病院や買い物に行くための自分だけの時刻表「MY 時刻表」の作り方もお教えします。

　５人以上のグループでお申し込みいただくと、皆さんの地域にうかがいます。ご希望の方は、地域
でお誘い合わせのうえ、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

　２月 12日に開催された赤磐市地域公共交通会議で、次の市民バス路線は利用者が少なく、あり方
を検討すべきであるという方針が決まりました。
　市は、これらの路線を中心に積極的に利用促進を図っていく必要があると考えています。

　・山陽地域…高陽北西・高月線　・�熊山地域…小野田線、豊田・熊山線　・吉井地域…河原屋線

＜参考＞ 1 便あたりの平均輸送人員� （人）

高陽北西・高月線 小野田線 豊田・熊山線 河原屋線
H29（1〜12月） 1.00 1,22 0.87 2.22
H30（1〜12月） 1.13↑ 1.17↓ 0.85↓ 2.15↓
H31・R1（1〜12月） 1.46↑ 1.23↑ 0.78↓ 1.23↓

↑：前年と比べて輸送人員が増加しています　↓：前年と比べて輸送人員が減少しています

市民バスに乗って
出かけましょう

バスなどの公共交通機関は、利用者がいなければ、縮小や廃止に
なってしまいます。大切な交通手段を将来に残すためにも、週に
一度は利用するなど積極的に公共交通手段を利用しましょう。

vol.22

市民バス乗り方教室

地域公共交通会議

●問い合わせ先／本庁政策推進課 ☎︎955-2692

バスについての詳細は市
ホームページへ掲載して
います。こちらからご覧い
ただけます。

乗り方教室の様子
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読
者
の

広
場
　

このコーナーでは
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

7月号は5月21日㈭が
記事の締め切りです。

㉄
秘
書
広
報
課
☎︵
9
5
5
︶4
7
7
0

赤磐市マスコットキャラクター
あかいわモモちゃん

催し　

備
作
高
校
跡
地
に
開
設
さ
れ
た
＂
岡
山
の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
＂

と
も
い
う
べ
き
地
質
研
究
で
は
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研

究
機
関
で
あ
る
「
地
球
史
研
究
所
」
所
長
の
乙
藤
洋
一
郎

さ
ん
に
昨
年
に
引
き
続
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
古

地
磁
気
と
、
昨
年
注
目
さ
れ
た
チ
バ
ニ
ア
ン
や
大
陸
移
動

と
の
係
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
興
味
深
い
お
話
し
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。老
人
ク
ラ
ブ
会
員
以
外
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

■�

日
時
／
５
月
31
日
㈰	

午
前
10
時
～
正
午

■�

場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

■�

講
師
／
乙
藤
洋
一
郎
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
年
代
学

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
地
球
史
研
究
所	

所
長
）

■�

主
催
／
桜
が
丘
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

■�

問
い
合
わ
せ
先

◦
安
藤	

☎
０
９
０（
７
１
３
７
）６
６
０
５

桜
が
丘
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
文
化
講
演
会

「
チ
バ
ニ
ア
ン
か
ら
大
陸
移
動
ま
で
」

催し

※�

山
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
が

　

「
あ
か
い
わ
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

■�

日
時
・
内
容

◇�

ふ
れ
あ
い
健
康
教
室 〈
毎
月
第
４
火
曜
日
〉

◦
日
時
…
５
月
26
日
㈫	

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◦	

講
師
…
高
見
博
子
さ
ん
（
吉
備
国
際
大
学	

非
常
勤

講
師
）

◦	

持
ち
物
…
タ
オ
ル
（
手
ぬ
ぐ
い
）

◇�

転
倒
し
に
く
い
身
体
づ
く
り
を
し
よ
う
!!

◦
日
時
…
５
月
28
日
㈭	

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◦	

講
師
…
金
光
卓
矢
さ
ん
（
ヴ
ァ
ー
テ
ブ
ラ
整
骨
院

　

野
田
店	

院
長
）

◦	

持
ち
物
…
タ
オ
ル
（
手
ぬ
ぐ
い
）

■�

場
所
／
あ
か
い
わ
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

■�

参
加
費
／
無
料

■�
申
し
込
み
／
不
要　

■
問
い
合
わ
せ
先

◦	

あ
か
い
わ
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

　

☎（
９
５
５
）３
７
３
２

あ
か
い
わ
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

健
康
講
座
の
ご
案
内

　

市
で
は
、第
二
次
赤
磐

市
総
合
計
画
を
平
成

27
年
度
に
策
定
し
ま

し
た
。こ
の
計
画
は
、

10
年
間
の
長
期
的

な
ビ
シ
ョ
ン
を
示
し
た

基
本
構
想
、基
本
構
想
を
実
現
す

る
た
め
の
基
本
計
画
、具
体
的
な
事
業
を
示
し

た
実
施
計
画
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

基
本
計
画
は
、社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、５
年
間
の
計

画
と
し
て
、中
間
年
で
あ
る
令
和
元
年
度
に
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

　

広
報
あ
か
い
わ
５
月
号
に
概
要
版
を
折
り
込
み

し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
政
策
推
進
課 

☎︎（
９
５
５
）１
２
２
０

第
二
次
赤
磐
市
総
合
計
画
の

一
部
を
改
訂
し
ま
し
た

◎�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
催
し
が
中
止
や
延
期
、
内
容

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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TOPICS

タ
ウ
ン

・
ト
ピ
ッ

ク ス

　２月24日で100歳を迎えられた宮本さんのお祝
いに、市長が訪問しました。長年、ぶどうを栽培さ
れていた宮本さん。長寿の秘訣は、よく体を動か
すことだそうです。

宮本武義さん（多賀）
100歳おめでとうございます

　テイカ株式会社から、企業版ふるさと納税の寄
附をいただき、３月１８日に市から感謝状を贈呈しま
した。企業版ふるさと納税とは、自治体の地方創生
の取組に、賛同した企業が寄附をする制度で、今回、
赤磐市として初めて寄附をいただきました。
　テイカ株式会社は、身近な商品に利用されてい
る化学工業薬品を製造する会社で、熊山地域の小
瀬木地区に工場があります。
　いただいた寄附は、本市に生まれ育った子ども
たちが、地域のことや人と関わる場をつくり、地域
への愛着を醸成し、地域の担い手となるような取
り組みや、若者が地域活動に積極的に取り組める
ようなネットワークづくり事業などに活用しました。

テイカ㈱から企業版ふるさと納税
赤磐市の発展のために！

　３月３１日で100歳を迎えられた歳森さんのお祝
いに、市長が訪問しました。長寿の秘訣は、農業、
仕事など、何事も一生懸命に。よく歩くこと、そし
て歯を大切に維持することだそうです。

歳森京さん（仁堀東）
100歳おめでとうございます

▶新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、
今、もっとも皆さんにお伝えしたいことを表紙に
しました。裏表紙もあわせて参考にしていただ
き、自分がうつらないために、周囲の人にうつさ
ないために予防しましょう。（髙山）

今月の表紙・編集者のつぶやき
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新型コロナウイルスを含む感染症予防の基本は、「咳エチケット」や「手洗い」です。
ここでは、「正しい手の洗い方」を紹介します。

新型コロナウイルス感染症の予防策

�❶�流水でよく手をぬらした
後、石けんをつけ、手の
ひらをよくこすります。

�❷�手の甲をのばすようにこ
すります。

�❸�指先・爪の間を念入りに
こすります。

�❹�指の間を洗います。 �❺�親指と手のひらをねじり
洗いします。

�❻�手首も忘れずに洗います。

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔
なタオルなどよく拭き取って乾かします。

●正しい手の洗い方（手洗いの前に爪は短く切り、時計や指輪は外しましょう）

＜問い合わせ先＞ 本庁健康増進課 ☎955-1117
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